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子どもたちの健やかな成長を願い

虐待は子どもに対する重大な権利侵害です。

こどもを虐待から守りましょう。

子どもを虐待から守るためには、

親の立場より何よりも

「子どもの立場が優先」されなければなりません。

45

巡回児童相談が、11月16日（水）に三刀屋町アスパルで行われますのでお気軽にご利用下さい。

相談時間は、午前10時から午後4時までです。（受付時間は午前10時から午後3時まで。）

相談を希望される方は、直接出雲児童相談所か雲南市の児童女性相談室を通して申し込んで

ください。

●出 雲 児 童 相 談 所　　0853－21－0007

●雲南市児童女性相談室　　0854－40－1046

雲南地区定期巡回児童相談実施のお知らせ

こ
の
助
成
事
業
は
、（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報

事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、
自
主
組
織
等

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
等
が
実
施

す
る
施
設
や
設
備
の
整
備
に
対
し
て
補
助
を
お
こ
な
う
も
の
で
す
。

両
自
治
会
で
は
、
今
回
整
備
さ
れ
た
広
場
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
が

有
効
に
活
用
さ
れ
、
自
治
会
活
動
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
親
睦
、
住
民
の
健

康
増
進
な
ど
集
落
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は

地
域
交
流
と
健
康
増
進
に

大
東
町
上
佐
世
地
区
の
免
別
自
治
会
（
錦
織
保
夫
会
長
）
と
西
阿
用

地
区
の
師し

弟て

自
治
会
（
女
鹿
田
一
男
会
長
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど
平
成
17

年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
が
そ

れ
ぞ
れ
完
成
し
ま
し
た
。

島根県では、DV＝ドメスティックバイオレンス（配偶者などからの暴力）や児童虐待の根絶をめざして

11月にキャンペーンを展開します。DVや児童虐待は重大な人権侵害です。県民一人ひとりが、理解を深め、

誰もが安心して暮らせる温かい地域づくりをすすめましょう。

児
童
虐
待
と
は

■
な
ぐ
る
、
け
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
お
ぼ
れ
さ
せ
る
等
　

■
性
的
行
為
の
強
制
、
性
器
や
性
交
を
見
せ
る
等

■
家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、

車
の
中
に
放
置
す
る
等

■
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
兄
弟
（
姉
妹
）
間
の
差
別
的
扱
い
等

１．
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡
（
通
告
）

（
通
告
は
義
務
＝
権
利
）

２．
「
し
つ
け
の
つ
も
り
」
は
言
い
訳

（
子
ど
も
の
立
場
で
判
断
）

３．

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い

（
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
か
ら
即
実
行
）

４．

親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

（
子
ど
も
の
命
が
最
優
先
）

５．

虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り
う
る

（
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
）

テーマ『家庭における暴力をなくすために』
○日時：11月12日（土） ○場所：くにびきメッセ
○内容：基調講演

女性と子どものエンパワメント関西　代表　田上時子氏 13：00～14：30（国際会議場）
分科会①「地域ぐるみで虐待予防と自立支援（仮）」 14：45～16：45（国際会議場）
分科会②「ＤＶ被害者のために私たちができること（仮）」14：45～16：45（601会議室）

○当日は託児（事前申し込み）、手話通訳あり
○参加を希望される方は、参加する分科会、住所、氏名、託児希望の場合は子の氏名と年齢を明記して
11月7日（月）までに青少年家庭課（松江市殿町1番地）へお申し込みください。

メインフオーラム

○日時：11月16日（水）13：30～16：30
弁護士が面接により相談に応じます。
（松江市内にて。無料）

予約受付期間：11月1日（火）から11月10日（木）まで
予約用電話番号：　0852－22－6393 青少年家庭課
申し込みが多い場合にはお断りすることもあります。

①ＤＶ被害者のための法律相談
○日時：11月26日（土）13：00～17：00
電話：　0120－84－5661

フリーダイヤル（通話料無料）

②DV被害者のためのホットライン

○日時：11月19日（土）13：30～16：30
〔 0852－28－5305〕（通話料がかかります）

③暴力をふるってしまう人のための相談ダイヤル

DV相談窓口開設

予約が必要です

お問合わせ先　島根県健康福祉部青少年家庭課　　0852－22－6393 FAX 0852－22－6045

◆
免
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写真はイメージです



10
月
２
日
、
雲

南
市
木
次
町
の
尾

原
ダ
ム
工
事
現
場

で
「
尾
原
ダ
ム
湖

ま
つ
り
２
０
０
５
」

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
生
憎
の
雨
で
し
た
が
、
多
く

の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

仮
排
水
路
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
完
了
し
、

11
月
15
日
に
放
流
開
始
と
な
り
ま
す
の

で
、
そ
の
前
に
放
水
路
の
中
を
歩
こ
う
と
、

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん
が
ト
ン
ネ

ル
内
を
散
策
さ
れ
ま
し
た
。

尾
原
ダ
ム
は
、
出
雲
市
の
神
戸
川
へ
の

放
水
路
、
松
江
市
大
橋
川
の
改
修
と
共
に

島
根
県
百
年
の
大
計
に
立
っ
た
大
事
業
で

あ
り
、
流
域
の
洪
水
対
策
、
水
道
水
へ
の

利
用
等
治
水
利
水
を
目
的
と
し
て
い
る
だ

け
に
流
域
一
帯
の
住
民
の
ダ
ム
事
業
へ
の

理
解
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
当
日
、
地
元
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
出
雲
市
や
松
江
市
な
ど
中
流
域
下

流
域
か
ら
の
参
加
者
が
多
く
あ
っ
た
こ
と

は
大
変
意
義
深
い
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。お

世
話
を
さ
れ
た
皆
様
の
ご
努
力
に
深

く
敬
意
を
表
し
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

今
年
度
中
に
ダ
ム
の
本
体
工
事
が
始
ま

り
、
平
成
22
年
度
の
完
成
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
向
か
っ
て
流
域
全
体
の

ダ
ム
事
業
に
対
す
る
更
な
る
理
解
を
育
む

こ
と
が
大
切
で
す
。（雲

南
市
長

速
水
雄
一
）

最
近
よ
く
耳
に
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
る
存
在
。

し
か
し
、
そ
の
中
身
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
理
解
さ

れ
て
な
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
今
回
か
ら
3
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
し
ま
ね

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
樋
口
和
広
氏
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
現
状
や
基
礎
知
識
に

つ
い
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
、
非
営
利
組
織
（
Ｎ
ｏ
ｎ
　
Ｐ
ｒ
ｏ

ｆ
ｉ
ｔ
　
Ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
の
意
味

で
、
そ
の
法
人
格
は
県
知
事
（
事
務
所
が
複
数

の
都
道
府
県
に
ま
た
が
る
場
合
は
内
閣
総
理
大

臣
）
に
よ
っ
て
認
証
さ
れ
ま
す
。

活
動
分
野
は
17
に
特
定
（
表
１
）
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
不
特
定
多
数
の
公
益
に
寄

与
す
る
目
的
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
条
件
で
す
。

非
営
利
組
織
と
い
う
と
、
無
償
の
活
動
を
行

う
組
織
と
誤
解
さ
れ
る
方
も
多
い
の
で
す
が
、

決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ー
ビ
ス
や

物
品
を
提
供
し
て
対
価
を
得
る
こ
と
も
、
有
給

職
員
の
雇
用
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

株
式
会
社
な
ど
の
営
利
組
織
と
の
違
い
は
、
出

資
者
へ
の
配
当
な
ど
利
益
の
再
分
配
が
で
き
ま

せ
ん
し
、
解
散
時
に
財
産
を
国
ま
た
は
地
方
公

共
団
体
、
他
の
公
益
法
人
な
ど
へ
寄
付
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
全
て
非
課
税
と
の
誤

解
も
多
い
の
で
す
が
、
原
則
事
業
収
益
に
は
課

税
さ
れ
ま
す

し
、
法
人
住

民
税
な
ど
も

支
払
う
必
要

が
あ
り
ま
す

（
場
合
に
よ
っ

て
は
免
除
）。

つ
ま
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

は
社
会
問
題

や
地
域
課
題

を
解
決
し
な

が
ら
収
益
を

あ
げ
る
こ
と

が
可
能
な
一

方
で
、
納
税

の
他
に
も
様
々
な
義
務
を
負
っ
て
い
る
の
で
す
。

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
が

制
定
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
お
よ

そ
10
年
前
の
阪

神
淡
路
大
震
災

で
す
。

当
時
、
百
万

人
と
も
い
わ
れ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
駆
け
つ
け
、

復
興
に
大
き
く

貢
献
し
た
こ
と

は
広
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、

言
い
換
え
れ
ば
、

行
政
が
全
て
を

担
う
こ
と
の
限

界
が
は
っ
き
り

認
識
さ
れ
た
き

っ
か
け
で
も
あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
市
民
活
動
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
な
が
ら
市
民
組
織
を
法
的
に
認
め
る
制
度

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
公
益
法

人
と
位
置
づ
け
ら
れ
な
が
ら
、
比
較
的
簡
単
に

法
人
格
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
に
よ
る
「
認
可
」
と
違
っ
て
、
市
民
が

そ
の
中
身
を
判
断
し
、
監
督
す
る
「
認
証
」
と

の
考
え
方
を
と
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
申
請
内
容
が
２
か
月
間
、
一

般
に
公
開
（
縦
覧
）
さ
れ
、
問
題
が
な
け
れ
ば

さ
ら
に
２
か
月
以
内
に
知
事
（
内
閣
総
理
大
臣
）

は
、
認
証
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
は
、
欧
米
の
様
式
を
模
し
て
お
り
、
不

心
得
な
法
人
の
設
立
と
い
っ
た
リ
ス
ク
を
差
し

引
い
て
で
も
、
公
益
を
も
た
ら
す
市
民
の
自
発

的
で
自
由
な
発
想
の
元
に
非
営
利
活
動
が
促
進

さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
は
？

●
き
っ
か
け
は
阪
神
淡
路
大
震
災

●「
市
民
」
が
公
益
を
判
断
し
監
督
す
る

し
ま
ね
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

樋

口

和

広

シ
リ
ー
ズ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
　
そ
の
①

01．保健、医療又は福祉の増進
02．社会教育の推進
03．まちづくりの推進
04．文化、芸術又はスポーツの振興
05．環境の保全
06．災害救援活動
07．地域安全活動
08．人権の擁護又は平和の推進
09．国際協力
10．男女共同参画社会の形成の促進
11．子どもの健全育成
12．情報化社会の発展
13．科学技術の振興
14．経済活動の活性化
15．職業能力の開発又は雇用機会の拡充支援
16．消費者の保護
17．NPO等の運営や活動に関する連絡、助言

又は援助

（表1）

特定非営利活動に該当する17分野
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李ちゃん（吉田町吉田） 
もも 

平成16年11月4日生まれ 
1歳おめでとう　いつも
元気なモモがみんなの
宝物だよ 

繁
松
憲
司
さ
ん
・
真
喜
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

悠くん（吉田町吉田） 
ゆたか 

平成16年11月27日生まれ 
1年間元気に育ってくれ
てありがとう！ 笑顔をい
っぱい見せてね 

　
橋
健
さ
ん
・
紀
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

杏奈ちゃん（大東町新庄） 
あん な 

平成16年11月22日生まれ 
1歳おめでとう。お歌と絵本
が大好きな杏奈　杏奈の笑
顔が家族の元気の源だよ 

大
島
裕
司
さ
ん
・
千
晶
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

蓮くん（加茂町加茂中） 
れん 

平成16年11月20日生まれ 
蓮ちゃん。1歳おめでとう！
すくすく元気に大きくな
ってね 

土
江
孝
さ
ん
・
智
恵
美
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

愛未ちゃん（木次町下熊谷） 
あ み 

平成16年11月9日生まれ 
あみちゃん1歳おめでと
う　兄ちゃんたちと仲良
く大きくなーれ 

松
田
竜
夫
さ
ん
・
小
枝
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

璃玖くん（加茂町神原） 
り く 

平成16年11月22日生まれ 
りっくん誕生日おめでとう。 
いっぱいご飯食べて大き
くなってね 

高
橋
和
人
さ
ん
・
里
美
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

涼太くん（木次町西日登） 
りょう た 

平成16年11月10日生まれ 
1歳おめでとう！たくさん
食べて、遊んで、元気に
育ってね 

渡
部
幸
次
さ
ん
・
彩
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

卓朗くん（三刀屋町乙加宮） 
たく ろう 

平成16年11月20日生まれ 
食べるの大好き3男のタ
ク　すくすく　ノビノビ
大きくなってね！ 

石
原
公
夫
さ
ん
・
和
美
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

紫苑くん（大東町幡屋） 
し おん 

平成16年10月20日生まれ 
いたずら大好きなしおん　
すくすく大きくな～れ 

加
納
昌
洋
さ
ん
・
路
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

右京くん（三刀屋町里坊） 
う きょう 

平成16年10月27日生まれ 
１歳おめでとう！うーくん
の笑顔はみんなを和ま
せてくれるヨ 

市
場
健
一
さ
ん
・
幸
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

　
市
報
う
ん
な
ん
１０
月
号
の
記
載
内

容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

　
市
場
右
京
く
ん
と
加
納
紫
苑
く
ん

の
写
真
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
関
係
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。 

写真にコメント30字程度を添え、郵送またはメールで11月7日（月）
までに情報政策課へお願いします。 

【お問い合わせ先】情報政策課 　 0854－40－1015 
E-Mail:jyouhouseisaku@city.unnan.shimane.jp



島
根
県
道
路
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

（
ハ
ー
ト
フ
ル
ロ
ー
ド
・
し
ま
ね
）
は
、

島
根
県
が
管
理
す
る
道
路
を
地
域
住
民
、

企
業
な
ど
が
道
路
を
愛
護
す
る
実
施
団
体

と
な
り
、
道
路
管
理
者
と
自
治
体
の
支
援

の
も
と
に
、
清
掃
、
緑
化
、
草
刈
等
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
も
の
で
、
地
域

の
共
通
財
産
で
あ
る
道
路
へ
の
愛
着
心
を

深
め
る
と
共
に
、
道
路
利
用
者
の
マ
ナ
ー

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
「
道
路
美
化
事
業
」
に
加

え
て
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
「
沿
道
草
刈

事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
市
内
29
団

体
の
み
な
さ
ん
が
、
総
延
長
約
46
km
の
区

間
で
沿
道
の
草
刈
作
業
を
年
２
回
以
上
実

施
中
で
す
。

今
後
も
ま
す
ま
す
地
域
の
道
路
愛
護
活

動
が
広
が
り
ま
す
よ
う
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ハートフルロード・しまね県道草刈事業実施団体 

※（主）主要地方道、（一）一般県道 

（主）玉湯吾妻山線 

（主）玉湯吾妻山線 

（主）玉湯吾妻山線 

（主）松江木次線 

（主）松江木次線 

（主）安来木次線 

（一）木次直江停車場線 

（一）掛合大東線 

（一）掛合大東線 

（一）稗原木次線 

（一）稗原木次線 

（一）三刀屋佐田線 

（一）三刀屋佐田線 

（一）吉田三刀屋線 

（一）吉田三刀屋線 

（主）出雲仁多線 

（主）出雲仁多線 

（主）出雲仁多線 

（主）出雲仁多線 

（主）出雲仁多線 

（主）出雲仁多線 

（主）出雲仁多線 

（主）出雲三刀屋線 

（一）杉戸仁多線 

（主）掛合上阿井線 

（一）杉戸仁多線 

（主）掛合上阿井線 

（一）杉戸仁多線 

（一）吉田頓原線 

（一）吉田三刀屋線 

奥遠所自治会 

中遠所自治会 

下遠所自治会 

薦沢自治会 

潤谷自治会 

中組自治会 

丘友会 

中野下谷自治会 

須所公民館 

屋内東自治会 

高窪後谷下自治会 

深谷上自治会 

深谷下自治会 

粟谷公民館 

六重中自治会 

六重下自治会 

紙屋自治会 

中野下谷自治会 

神代自治会 

桧杉谷自治会 

前根波公民館 

里坊禅定ボランティアグループ 

（株）都間土建 

梅木上集落協同組合 

梅木中集落協同組合 
 

梅木下集落協同組合 

杉戸自治会 

宇山自治会 

菅谷自治会 

町　名 
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三刀屋 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

吉　田 

団　体　名 県　道　名 

の
人
々
は
、
人
間
と
し
て
皆
同
じ

権
利
を
有
し
て
お
り
、
一
人
ひ
と

り
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
や
価
値
観
、
生
き
方
等
の
違

い
を
認
め
合
い
、
多
様
性
を
尊
重

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

雲
南
市
で
は
、
10
月
３
日
、
三

刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル
を
会

場
に
、
雲
南
市
人
権
・
同
和
教
育

推
進
協
議
会
の
設
立
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
市
民

が
互
い
の
個
性
や
人
格

を
尊
重
し
な
が
ら
、
共

に
生
き
る
共
生
社
会
の

実
現
に
向
か
い
、
学
校

や
地
域
、
職
場
あ
る
い

は
家
庭
な
ど
あ
ら
ゆ
る

場
に
お
い
て
人
権
教

育
・
啓
発
を
推
進
す
る

た
め
、
市
内
の
各
分
野
、

関
係
機
関
等
の
代
表
者

で
構
成
さ
れ
る
組
織
で

す
。今

回
の
同
協
議
会
発

人
権
と
は
、
人
々
が
生
存
と
自

由
を
確
保
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
福

を
追
求
す
る
権
利
で
す
。
す
べ
て

足
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
旧
６
町
村

に
あ
っ
た
同
和
教
育
推
進
協
議
会

は
、
そ
れ
ぞ
れ
支
部
協
議
会
と
し

て
再
編
し
、
地
域
の
実
情
等
を
考

慮
し
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

雲
南
市
人
権
・
同
和
教
育
推
進

協
議
会
で
は
、
今
後
地
域
ぐ
る
み

に
よ
る
活
動
を
一
層
推
進
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

雲
南
市
人
権

雲
南
市
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
設
立
総
会

同
和
教
育
推
進
協
議
会
設
立
総
会 

雲
南
市
人
権

雲
南
市
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
設
立
総
会

同
和
教
育
推
進
協
議
会
設
立
総
会 

雲
南
市
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
設
立
総
会 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

市役所分庁舎 

建設部 

駐 車 場  図書館 
市役所 
本庁舎 

久野川 

雲南市木次 
体育館 

木次中学校 

産業振興部内 

委員を代表して吾郷廣幸さんへ委嘱状が交付されました

９
月
19
日
、
第
１
回
雲
南
市
地

域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

委
員
会
が
、
市
役
所
で
開
催
さ
れ
、

16
名
の
委
員
に
市
長
か
ら
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

策
定
委
員
会
で
は
、
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
の
趣
旨
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
つ
い
て

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
策
定
委
員
会
で
は
、
今
後
、

市
民
や
事
業
者
の
み
な
さ
ん
が
実

行
し
や
す
く
、
継
続
で
き
る
ビ
ジ

ョ
ン
が
策
定
で
き
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
検
討
が
な
さ
れ
ま
す
。
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人
権
教
育

人
権
教
育
・
啓
発
啓
発
の
さ
ら
な
る
推
進
推
進
を 

人
権
教
育
・
啓
発
の
さ
ら
な
る
推
進
を 

地
球
環
境

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
活
動
を
地
域
地
域
か
ら 

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
を
地
域
か
ら 

第
１
回
雲
南
市
地
域
省

回
雲
南
市
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー 

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
開
催

策
定
委
員
会
開
催 

第
１
回
雲
南
市
地
域
省

回
雲
南
市
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー 

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
開
催

策
定
委
員
会
開
催 

第
１
回
雲
南
市
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー 

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
開
催 

■
委
員
長

中
山
　
勝
矢

（
広
島
工
業
大
学
名
誉
教
授
）

■
副
委
員
長

伊
藤
　
勝
久

（
島
根
大
学
教
授
）

■
委
　
　
員

城
下
　
隆
・
竹
下
克
美

岩
城
良
行
・
半
田
宏
平

名
原
　
知
・
高
島
美
枝
子

吉
川
清
惠
・
落
合
ひ
ろ
み

藤
村
八
郎
・
大
久
保
幸
嗣

西
崎
英
司
・
高
橋
孝
治

吾
郷
廣
幸
・
影
山
喜
文

雲
南
市
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
の

み
な
さ
ん
（
敬
称
略
）

ハ
ー
ト
フ
ル
ロ
ー
ド
・
し
ま
ね 

ハ
ー
ト
フ
ル
ロ
ー
ド
・
し
ま
ね 

ハ
ー
ト
フ
ル
ロ
ー
ド
・
し
ま
ね 

雲南市産業振興センター
雲南市役所分庁舎産業振興部産業推進課内
0854―42―5656 FAX 0854―40―1059

雲
南
市
の
最
重
要
施
策
で
あ
る
産
業
振
興
の
体
制

強
化
を
図
る
た
め
、
雲
南
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を

11
月
１
日
よ
り
産
業
推
進
課
内
に
開
所
し
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
民
間
出
身
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
を
登
用
し
、
地
場
産
業
の
振
興
、
企
業
誘
致
の
推

進
、
企
業
間
の
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
等
々
の
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
相
談
窓
口
も
開
設
し
ま
す
の
で
、
積
極
的
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

雲
南
市
産
業
振
興

雲
南
市
産
業
振
興 

セ
ン
タ
ー
が
開
所
し

開
所
し
ま
す 

雲
南
市
産
業
振
興

雲
南
市
産
業
振
興 

セ
ン
タ
ー
が
開
所
し

開
所
し
ま
す 

雲
南
市
産
業
振
興 

セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
ま
す 



グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
し

て
い
た
紫
さ
ん
は
、「
茶
席
で
着
る

着
物
を
ぜ
ひ
自
分
で
染
め
て
み
た

い
」
と
の
想
い
か
ら
、
27
年
前
、
京

都
に
あ
る
草
木
染
研
究
所
へ
入
所
。

以
来
、
染
織
と
い
う
伝
統
技
法
を
用

い
な
が
ら
、
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
着
物
を
は
じ
め
洋
服
や
暖の

簾れ
ん

、
テ

ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
な
ど
幅
広
い
種
類
の

作
品
を
創
作
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

染
織
に
よ
る
作
品
は
、
目
に
や
さ

し
く
、
温
か
み
の
あ
る
色
合
い
が
特

徴
の
ひ
と
つ
で
、
染
料
に
は
、
地
元

で
採
れ
た
胡
桃

く
る
み

や
八や

車し
ゃ

な
ど
も
使
い

ま
す
。

平
成
11
年
に
旧
掛
合
町
の
文
化
人

招し
ょ
う

聘へ
い

事
業
に
よ
り
染
織
工
房
「
む

ら
さ
き
」
を
開
か
れ
創
作
を
続
け
る

紫
さ
ん
。「
当
時
、
山
間
部
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
雪
の
量
に
驚
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
乾
燥
し
て
い
る
冬
場

は
、
染
織
を
す
る
の
に
適
し
た
環
境

で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
は
、

四
季
折
々
の
自
然
が
感
じ
ら
れ
、
周

り
の
自
然
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品

が
多
く
手
が
け
ら
れ
ま
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

紫
さ
ん
の
染
織
は
、「
型か
た

染ぞ

め
」

と
い
う
技
法
で
、
ま
ず
型か

た

彫ぼ

り
と
い

う
工
程
か
ら
は
じ
ま
り
、
次
の
よ
う

な
作
業
の
流
れ
と
な
り
ま
す
。

①
型
彫
り

ス
ケ
ッ
チ
し
た
型
紙
を

専
用
の
ナ
イ
フ
で
切
り
抜
き
、
模

様
を
作
り
ま
す
。

②
糊の
り

置
き

型
紙
を
生
地
に
の
せ
、

そ
の
上
か
ら
、
防
染
用
（
染
料
が

入
ら
な
い
部
分
を
つ
く
る
）
の
糊

を
塗
り
ま
す
。

③
地
入
れ

染
料
が
、
ぬ
の
場

・
・
・

（
糊

が
入
ら
な
い
部
分
）
に
均
等
に
入

る
よ
う
、
専
用
液
を
塗
り
ま
す
。

④
染
色

地じ

染ぞ

め
（
生
地
の
地
色
と

な
る
色
を
１
色
の
染
料
で
染
め

る
）
と
色い

ろ

差さ

し
（
モ
チ
ー
フ
部
分

を
色
々
な
染
料
で
染
め
る
）
が
あ

り
ま
す
。

染
色
が
終
わ
る
と
、
蒸
し
て
、
水

洗
い
し
た
後
、
乾
燥
さ
せ
出
来
上
が

り
ま
す
。

作
品
に
も
よ
り
ま
す
が
、
着
物
の

場
合
約
１
か
月
、
帯
の
場
合
約
３
週

間
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
紫
さ
ん
は
「
浸し
ん

染せ
ん

（
生
地
に
均
一
に
染
色
す
る
技
法
）」

に
よ
る
染
織
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
　
　
◆
　
　
◆

東
京
や
大
阪
、
神
戸
な
ど
全
国
各

地
で
作
品
展
示
会
も
開
い
て
い
る
紫

さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
こ
の
地
で

の
染
織
を
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
創

作
活
動
へ
の
意
欲
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

染
織
工
房
で
は
、
作
品
が
展
示
し

て
あ
る
ほ
か
、
随
時
、
藍
染
体
験
教

室
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
体
験
し
て

み
た
い
方
、
興
味
が
あ
る
方
は
染
織

工
房
む
ら
さ
き
（

０
８
５
４
―
６

２
―
１
３
１
６
）
ま
で

市立多根小学校市立多根小学校 

至木次 

至広島 

多根公民館多根公民館 

市立多根小学校 

多根公民館 

掛合町多根 

多
根
ト
ン
ネ
ル 

三
刀
屋
川

三
刀
屋
川 

三
刀
屋
川 

染織工房 
むらさき 

54

今
回
の
認
定
は
、

化
粧
品
受
託
製
造

の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ

ー
と
し
て
化
粧
品

の
受
託
製
造
を
行

っ
て
い
る
同
社
が
、

受
注
量
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
、

生
産
設
備
・
自
動

倉
庫
の
増
設
を
計

画
。
島
根
県
企
業

立
地
促
進
条
例
に

基
づ
く
「
立
地
計

画
認
定
申
請
書
」

を
提
出
し
、
規
定

に
適
合
す
る
も
の

と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

生
産
設
備
増
設
後
の
計
画
で
は
、

10
名
の
雇
用
増
も
予
定
さ
れ
て
お

り
、
新
た
な
雇
用
創
出
・
産
業
の

活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
さ

れ
、
島
根
県
、
雲
南
市
で
は
、
同

社
へ
の
資
金
面
・
雇
用
確
保
の
面

で
支
援
・
協
力
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

９
月
13
日
、
加
茂
町
に
あ
る
日

本
コ
ル
マ
ー
㈱
（
神
崎
友
次
代
表

取
締
役
社
長
）
へ
の
「
島
根
県
企

業
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
く
立
地

計
画
認
定
書
」
の
交
付
と
、
日
本

コ
ル
マ
ー
㈱
、
島
根
県
、
雲
南
市

の
三
者
に
よ
る
「
工
場
等
の
立
地

に
関
す
る
覚
書
」
の
調
印
が
島
根

県
庁
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

11 10

染
織
の
魅
力

雲
南
市
の
印
象

先
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
と
し
た
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
に
根
付
い
て

い
る
伝
統
工
芸
や
地
域
な
ら
で
は
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
三
刀
屋
町
三
刀
屋

の
平
成
記
念
病
院
に
隣
接
し
て
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
梅
里
苑
（
社
会
福

祉
法
人
　
有
隣
会
）

が
完
成
し
、
10
月
１

日
、
同
苑
で
竣
工
式

と
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

施
設
前
で
の
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
、
施
設
内

見
学
に
続
き
、
式
典

で
は
、
同
苑
を
経
営

す
る
有
隣
会
の
陶
山

吉
朗
理
事
長
が
式
辞

を
述
べ
、
関
係
者
ら

お
よ
そ
100
人
と
と
も

に
施
設
の
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

梅
里
苑
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２

階
建
て
で
、
三
刀
屋

町
の
中
心
部
が
望
め

る
環
境
に
あ
り
、
70

名
の
入
所
と
８
名
の

短
期
入
所
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

可
能
で
す
。

ま
た
、
有
隣
会
で
は
、
三
刀
屋

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

事
業
運
営
も
行
っ
て
い
ま
す
。

施
設
利
用
の
手
続
き
な
ど
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
梅
里
苑

（

０
８
５
４
―
４
５
―
３
７
３
７
）ま
で

特
別
養
護
老
人

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
梅
里
苑

梅
里
苑
」 

特
別
養
護
老
人

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
梅
里
苑

梅
里
苑
」 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
梅
里
苑
」 

わ
が
ま
ち
の巧た

く

み

「
染
織
工
房
　
む
ら
さ
き
」

今
月
は
、
掛
合
町
多
根
に
あ
る
自
宅
を
兼
ね
た
工
房
で
草
木
や
藍
を
用
い

た
染
織
と
い
う
伝
統
技
法
で
創
作
活
動
を
す
る
紫

む
ら
さ
き

野の

由ゆ

貴き

さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。

「
床
掛
け
を
染
め
る
展
」

■
と
　
き
　
11
月
6
日
（
日
）
10
時
〜
16
時

■
と
こ
ろ
　
掛
合
酒
蔵
資
料
館
（
入
館
無
料
）

■
床
掛
け
・
の
れ
ん
な
ど
出
展

祝
　
竣
工

祝
　
竣
工 
祝
　
竣
工 

作
品
が
出
来
上
が
る
ま
で

工
場
等

工
場
等
の
立
地
立
地
に
関
す
る
覚
書
覚
書
を
交
換
交
換 

工
場
等
の
立
地
に
関
す
る
覚
書
を
交
換 

日
本
日
本
コ
ル
マ
ー
株
式
会
社

株
式
会
社
（
加
茂
町

加
茂
町
）
が 

設
備
増
設

設
備
増
設 

日
本
日
本
コ
ル
マ
ー
株
式
会
社

株
式
会
社
（
加
茂
町

加
茂
町
）
が 

設
備
増
設

設
備
増
設 

日
本
コ
ル
マ
ー
株
式
会
社
（
加
茂
町
）
が 

設
備
増
設 



水
道
事
業
会
計

参
考
と
し
て
（

）
内
に
年
間

合
計
額
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

雲
南
市
で
は
、
旧
木
次
三
刀
屋

水
道
企
業
団
及
び
旧
大
東
町
の
区

域
を
上
水
道
事
業
と
し
て
経
営
し

て
い
ま
す
。

合
併
後
の
有
収
水
量
は
、

101
万
８，

９
２
７
m3
（
257

万
３，

３
９
２
m3
）、
給
水

戸
数
は
９，

３
０
２
戸
で

し
た
。

収
益
的
収
支
勘
定
は
、

総
収
益
２
億
６，

９
６
５

万
５
千
円
（
６
億
９，

８

７
６
万
５
千
円
）
で
、
こ

れ
に
対
し
総
費
用
は
２
億

６，

５
０
３
万
４
千
円

（
５
億
９，

２
２
０
万
４
千

円
）
か
か
り
、
当
期
純
利

益
は
462
万
１
千
円
（
１
億

656
万
１
千
円
）
計
上
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

こ
の
利
益
は
経
営
基
盤
の
充
実
、

強
化
を
は
か
る
た
め
、
減
債
積
立

金
と
し
て
積
み
立
て
、
こ
れ
ま
で

に
借
り
入
れ
た
企
業
債
の
償
還
に

充
て
る
財
源
と
な
り
ま
す
。

水
道
料
金
総
額
を
有
収
水
量
で

割
る
と
１
m3
当
た
り
の
供
給
単
価

が
得
ら
れ
、
217
円
57
銭
（
217
円
73

銭
）
で
し
た
。

一
方
、
総
費
用
か
ら
受
託
工
事

費
、
付
帯
事
業
費
及
び
材
料
売
却

原
価
を
差
し
引
い
た
額
を
有
収
水

量
で
割
る
と
１
m3
当
た
り
の
給
水

原
価
が
得
ら
れ
、
254
円
90
銭
（
226

円
14
銭
）
と
な
り
ま
す
。
こ
の
二

つ
を
比
較
す
る
と
給
水
原
価
が
供

給
単
価
を
37
円
33
銭
（
８
円
41
銭
）

上
回
っ
て
お
り
、
水
道
料
金
だ
け

で
は
、
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

一
般
会
計
か
ら
の
営
業
助
成
金
外

の
収
入
が
あ
る
た
め
に
、
結
果
と

し
て
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
施
設
の
建
設
、
改
良
及

び
企
業
債
元
金
の
償
還
な
ど
投
資

的
支
出
（
資
本
的
支
出
）
の
総
額

は
15
億
５，

５
６
２
万
１
千
円

（
18
億
９，

２
９
３
万
４
千
円
）
で

そ
の
内
訳
は
建
設
改
良
費
が
14
億

８，

１
６
６
万
１
千
円
（
17
億
４，

４
３
９
万
８
千
円
）、
企
業
債
償
還

金
７，

３
９
６
万
円
（
１
億
４，

８
５
３
万
５
千
円
）
で
し
た
。

▼
主
な
建
設
改
良
事
業

木
次
三
刀
屋
上
水
道
で
は
、
公

共
下
水
道
工
事
に
伴
う
配
水
管
移

設
工
事
・
下
熊
谷
第
二
配
水
池
築

造
工
事
（
貯
水
量
１，

５
０
０
m3
）

な
ど
を
施
工
し
、
大
東
上
水
道
で

は
、
越
戸
浄
水
施
設
等
整
備
事
業
、

導
水
管
布
設
工
事
、
大
東
北
部
水

道
未
普
及
地
域
解
消
事
業
な
ど
を

施
工
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
資
本
的
支
出
の

財
源
と
し
て
、
企
業
債
10
億
１，

６
４
０
万
円
（
10
億
２，

０
５
０

万
円
）、
国
庫
補
助
金
１
億
７，

８
６
０
万
円
、一
般
会
計
か
ら
の

出
資
金
８，
３
６
０
万
円
（
１
億

７，
１
８
０
万
円
）、
工
事
負
担
金

５，

３
７
８
万
７
千
円
（
９，

７

４
８
万
円
）
及
び
内
部
留
保
資
金

２
億
２，

３
２
３
万
４
千
円
（
４

億
２，

４
５
５
万
４
千
円
）
を
充

て
ま
し
た
。

工
業
用
水
道
事
業

雲
南
市
で
は
、
工
業
用
水
道
事

業
と
し
て
、
島
根
三
洋
工
業
株
式

会
社
と
ホ
シ
ザ
キ
電
機
株
式
会
社

に
供
給
し
て
い
ま
す
。（
参
考
と

し
て
（

）
内
に
年
間
合
計
額
を

記
載
し
て
い
ま
す
。）

合
併
後
の
供
給
水
量
は
、
18
万

１，

０
２
５
m3
（
３
９
万
１，

２

１
５
m3
）
で
し
た
。

収
益
的
収
支
勘
定
は
、
総
収
益

１，

４
０
９
万
９
千
円
（
２，

８

５
３
万
８
千
円
）
で
、
こ
れ
に
対

し
総
費
用
は
、
922
万
９
千
円
（
２，

０
３
４
万
１
千
円
）
か
か
り
、
当

期
純
利
益
は
、
487
万
円
（
819
万
７

千
円
）
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

次
に
、
施
設
の
建
設
、
改
良
及

び
企
業
債
元
金
の
償
還
な
ど
投
資

的
支
出
（
資
本
的
支
出
）
の
総
額

は
１
億
３，

１
４
８
万
１
千
円

（
１
億
４，

１
９
０
万
１
千
円
）

で
、
そ
の
内
訳
は
建
設
改
良
費
１

億
１，

３
９
１
万
３
千
円
（
１
億

２，

１
４
７
万
２
千
円
）、
企
業

債
元
金
償
還
金
が
１，

７
５
６
万

８
千
円
（
１，

９
７
１
万
８
千
円
）

で
し
た
。

▼
主
な
建
設
改
良
事
業

主
な
建
設
改
良
事
業
は
、
島
根

三
洋
工
業
株
式
会
社
の
生
産
ラ
イ

ン
増
設
に
伴
う
使
用
水
量
の
増
加

に
対
応
す
る
た
め
に
、
第
２
取
水

井せ
い

建
設
、
管
路
施
設
工
事
を
行
い

ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
資
本
的
支
出
の

財
源
と
し
て
、
企
業
債
１
億
１，

８
８
０
万
円
、
内
部
留
保
資
金
１，

２
６
８
万
１
千
円
（
２，

２
３
９

万
１
千
円
）
を
充
て
ま
し
た
。

9
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
合
併
後
の
平
成
16
年
度
公
営

企
業
会
計
（
水
道
事
業
会
計
〔
簡
易
水
道
事
業
を
除
く
。〕
及

び
工
業
用
水
道
事
業
会
計
）
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

﹇
問
﹈
雲
南
市
水
道
局
　
０
８
５
４
・
４
２
・
５
３
２
２

利
用
者
は
２
事
業
所
（
島
根
三

洋
工
業
株
式
会
社
・
ホ
シ
ザ
キ

電
機
株
式
会
社
）
で
、
上
期
の

有
収
水
量
（
料
金
収
入
の
も
と

に
な
っ
た
給
水
量
は
、25
万
４，

２
７
６
m3
で
し
た
。

◆
経
理
の
状
況

平
成
17
年
度
上
期
の
総
収
益

は
２，

２
０
０
万
５
千
円
で
、

こ
れ
に
対
し
総
費
用
は
１，

２

４
８
万
５，

５
８
２
円
（
減
価

償
却
費
な
ど
年
度
末
に
費
用
計

上
す
る
も
の
は
、
２
分
の
１
を

計
上
）
で
、
上
期
の
純
利
益
は

951
万
９，

４
１
８
円
で
す
。

水
道
事
業

◆
業
務
の
概
況

９
月
末
現
在
の
水
道
使
用
戸

数
は
、
９，

４
７
４
戸
、
ま
た

上
期
の
有
収
水
量
（
料
金
収
入

の
も
と
に
な
っ
た
給
水
量
）は
、

134
万
６，

９
１
２
m3
で
し
た
。

◆
経
理
の
状
況

平
成
17
年
度
上
期
の
総
収
益

は
、
３
億
５，

９
６
０
万
４
千

円
で
、
こ
れ
に
対
し
総
費
用
は

２
億
８，

３
３
６
万
円
（
減
価

償
却
費
及
び
資
産
減
耗
費
な
ど

年
度
末
に
費
用
計
上
す
る
も
の

は
、
２
分
の
１
を
計
上
）
で
、

上
期
の
純
利
益
は
７，

６
２
４

万
４
千
円
で
す
。

工
業
用
水
道
事
業

◆
業
務
の
概
況

９
月
末
現
在
の
工
業
用
水
道

平
成
17
年
度 

上

期

の

 

業

務

状

況

　有形固定資産 

　無形固定資産 

　現 金 預 金 

　未 収 金 

　未収消費税 

　貯 蔵 品 

　前 払 金 

　繰 延 勘 定 

資 産 合 計 

　固 定 負 債 

　一時借入金 

　未 払 金  

　前 受 金  

　預 り 金  

　その他の流動負債 

　仮 受 金  

負 債 合 計 

　自己資本金  

　借入資本金  

　資本剰余金  

　利益剰余金  

資 本 合 計 

負 債 資 本 合 計 

８１億３,４６７万２８０円 

２０５万９,４００円 

１０億２,７３３万４０９円 

１億１,４３８万６,８７８円 

４,４９０万９,８３０円 

４４８万７,０１０円 

０円 

１億５８４万９,６００円 

９４億３,８６９万３,４０７円 

４,１９５万７,０１２円 

０円 

４,４６１万２,３８２円 

０円 

９,２５０円 

２０万円 

０円 

８,６７７万８,６４４円 

１０億１,４６２万９,６００円 

４３億５,２５５万２,５１２円 

３７億５,５０２万５,３０８円 

２億２,９７０万７,３４３円 

９３億５,１９１万４,７６３円 

９４億３,８６９万３,４０７円 

 

〔　〕内は年間合計額 

1．事業の概要 

　　◎普及率……………９０．５％　 ◎有形固定資産減価償却率…２６．９％ 

2．施設の効率性 

　　◎施設利用率………５７．６％　 ◎有収率………………………８９．３％ 

3．経営の効率性 

　　◎経常収支比率…１１８．２％　 ◎供給単価………………２１７円７３銭 

　　◎給水原価…２２６円１４銭　 ◎料金回収率…………………９６．３％ 

4．財務の状況 

　　◎流動比率………２，６６８％　 ◎自己資本構成比率……………５３．０％ 

　　◎固定資産対長期資本比率…８６．６％ 

 

平成16年度水道事業会計貸借対照表 平成16年度水道事業会計損益計算書 

平成16年度経営分析表 

　営 業 収 益 

　営業外収益 

　特 別 利 益 

総 収 益 

　営 業 費 用 

　営業外費用 

　特 別 損 失 

総 費 用 

当 年 度 純 利 益 

　前年度繰越利益剰余金 

　当年度未処分利益剰余金 

２億３,８２２万８,５５３円 

３,１４２万７,０８９円 

０円 

２億６,９６５万５,６４２円 

１億９,２４６万５,００９円 

７,１９３万３,６７７円 

６３万５,２００円 

２億６,５０３万３,８８６円 

４６２万１,７５６円 

１億４,４８８万２,１７２円 

１億４,９５０万３,９２８円 

〔５億８,５３６万７,１５３円〕 

〔１億１,３３９万８,６４０円〕 

〔　　　　　　　０円〕 

〔６億９,８７６万５,７９３円〕 

〔４万４,２３８万６,３１４円〕 

〔１億４,８５３万５,２９１円〕 

〔　　　１２８万２,３４５円〕 

〔５億９,２２０万３,９５０円〕 

〔　１億６５６万１,８４３円〕 
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水道局庁舎（木次町下熊谷）

新
越
戸
浄
水
場
（
大
東
町
大
東
）



毎
年
恒
例
の
第
23
回
「
掛
合
町

ふ
る
さ
と
祭
り
」
が
、
掛
合
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

か
け
や
夢
の
子
園
の
し
ょ
っ
き

り
太
鼓
で
幕
を
開
け
た
祭
り
は
、

掛
合
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の

演
奏
や
大
勢
の
住
民
が
参
加
し
た

掛
合
音
頭
、
し
ん
じ
恋
お
ど
り
チ

ー
ム
「
ビ
ル
シ
ャ
ナ
」
の
華
麗
な
踊
り
、
掛
合
太
鼓
保
存
会
・
小
・
中

学
生
、
仁
寿
会
に
よ
る
掛
合
太
鼓
揃
い
打
ち
へ
と
続
き
、
訪
れ
た
３
千

人
の
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
祭
り
の
メ
イ
ン
で
あ
る
む
か
で
駅
伝
に
は
16
チ
ー
ム
が
参
加
。

参
加
チ
ー
ム
の
中
に
は
、
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
の
仮
装
や
揃
い
の
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
姿
で
出
場
し
た
選
手
も
い
て
、
沿
道
か
ら
は
、
大
き
な
笑
い
声

や
声
援
が
と
ん
で
い
ま
し
た
。

祭
り
の
実
行
委
員
会
は
、「
市
内
各
地
か
ら
祭
り
へ
参
加
し
て
い
た
だ

き
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
特
に
、
今
年
は
、
地
域
の
自
主
的
・
積
極
的

な
取
り
組
み
に
よ
り
、
終
始
に
ぎ
や

か
な
祭
り
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

と
振
り
返
り
ま
し
た
。

【
む
か
で
駅
伝
２
０
０
５
優
勝
者
】

・
総
合
の
部
　
下
組
特
急
便
、

・
若
者
の
部
　
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
若
人

・
一
般
の
部
　
下
組
特
急
便

・
女
性
の
部
　
キ
ズ
ナ

・
男
女
混
成
の
部

サ
ボ
ロ
ー
会
の
ぞ
み

・
仮
装
の
部
　
そ
れ
ゆ
け
！！
カ
メ
さ
ん
Ⅱ

９
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
の
期
間
中
、
し
ま
ね
映
画

塾
が
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
県
内
外
か
ら
参
加
し
た
100
名

の
塾
生
ら
が
、
木
次
町
を
舞
台
に
映
画
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

し
ま
ね
映
画
塾
は
、
映
画
の
製
作
体
験
を
通
し
て
、

よ
り
映
画
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
錦
織
良
成
監
督

（
映
画
「
白
い
船
」）
を
塾
長
に
迎
え
、
塾
生
ら
自
ら
が
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
シ
ナ
リ
オ
を
も
と
に
、
撮
影
や
出
演
を

手
が
け
、
映
画
を
製
作
し
ま
す
。

舞
台
と
な
っ
た
桜
土
手
や
木
次
公
園
、
Ｊ
Ｒ
木
次
駅

な
ど
の
ロ
ケ
地
で
は
、
塾
生
ら
の
撮
影
が
行
わ
れ
、
最

終
日
の
25
日
に
は
、
12
本
の
映
画
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
ク

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

今
後
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
と
も
に
各
チ
ー
ム
で
編
集

し
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
11
月
20
日
に
チ
ェ
リ
ヴ

ァ
ホ
ー
ル
で
上
映
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

田
井
小
学
校
６
年

生
の
児
童
12
名
が
、

総
合
学
習
の
テ
ー
マ

「
た
た
ら
」
の
一
環

と
し
て
「
炭
焼
き
」

を
体
験
し
ま
し
た
。

地
域
講
師
の
大
島
儀
市
さ
ん
と
一
緒
に
、
原
料
の

松
の
木
を
窯
の
中
に
入
れ
る
作
業
に
約
１
時
間
没
頭

し
ま
し
た
。

総
合
学
習
の
集
大
成
と
し
て
「
小
た
た
ら
体
験
」

を
行
い
、
で
き
た
鐵て

つ

で
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
を
つ
く
り

ま
す
が
、
こ
の
炭
は
、
そ
の
と
き
の
燃
料
と
し
て
使

用
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
今
回
こ
の
窯
の
中
に
は
深
野
神
楽
の
横
笛

（
炭
笛
）
18
本
も
一
緒
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

炭
笛
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
深
野
神
楽
団
の

松
林
善
徳
さ
ん
に
も
お
い
で
い
た
だ
き
、
全
校
児
童

の
前
で
演
奏
会
を
開
き
、「
里
の
秋
」「
荒
城
の
月
」

の
２
曲
を
披
露
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、

響
き
渡
る
横
笛
の

音
色
に
聞
き
入
る

と
と
も
に
、
窯
の

中
で
完
成
を
待
つ

炭
笛
の
未
知
の
音

色
に
思
い
を
は
せ

て
い
ま
し
た
。

三
刀
屋
町
地
王
公
民
館
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
地
元
の

老
人
会
が
企
画
し
た
新
市
巡
り
が
あ
り
、
ツ
ア
ー
の
参
加

者
が
市
内
の
名
所
や
旧
跡
を
訪
ね
ま
し
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
は
、「
雲
南
市
内
に
あ
る
、
知
っ
て
い
る

よ
う
で
知
ら
な
い
身
近
な
場
所
を
訪
れ
、
ふ
る
さ
と
を
再

発
見
し
よ
う
」
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
初
め
て
と
な
る

今
年
は
、
市
内
の
旧
大
原
郡
地
内
を
コ
ー
ス
に
設
定
し
ま

し
た
。

三
刀
屋
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し
た
一

行
は
、
来
次
神
社
や
食
の
杜
、
須
我
神
社
、
山
王
寺
の
棚

田
、
加
茂
岩
倉
遺
跡
、
神
原
神
社
な
ど
を
順
に
訪
れ
ま
し

た
。新

市
巡
り

を
企
画
し
た

永
井
尚
さ
ん

は
「
参
加
者

の
中
に
は
、

初
め
て
訪
れ

た
と
い
う
声

も
あ
っ
た
。

来
年
は
、
今

年
行
け
な
か

っ
た
市
内
の

旧
飯
石
郡
地

内
を
ぜ
ひ
巡

り
た
い
」
と

話
し
て
い
ま

し
た
。

田田田田
井井井井
小小小小
学学学学
校校校校
でででで
炭炭炭炭
焼焼焼焼
きききき
体体体体
験験験験

７
月
か
ら
10
月

に
か
け
、
市
内
の

中
学
生
や
高
校
生

が
、
職
場
で
の
体

験
を
通
じ
て
働
く

こ
と
の
尊
さ
を
知

る
こ
と
を
目
的

に
、
各
地
の
事
業

所
で
職
場
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
大
東
中
学
校
の
３
年
生
は
、

地
元
の
保
育
園
や
幼
稚
園
、
ス
ー
パ
ー
、

福
祉
施
設
な
ど
36
の
事
業
所
で
職
場
体
験

に
臨
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
で
、
普
段
の

学
校
で
の
授
業
で
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

12
月
に
開
催
さ
れ
る

プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
と
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
会

に
向
け
、
ラ
メ
ー
ル
で

は
、
中
高
生
を
対
象
に

し
た
メ
ン
バ
ー
ら
が
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
教

室
は
、
中
高
生
に
も
、

ジ
ャ
ズ
に
触
れ
る
機
会

と
指
導
で
き
る
場
を
提

供
し
よ
う
と
ラ
メ
ー
ル
な
ど
実
行
委
員
会
が
企

画
し
た
も
の
。
現
在
、
市
内
外
の
中
高
生
ら
18

人
が
、
ギ
タ
ー
や
ド
ラ
ム
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、

サ
ッ
ク
ス
な
ど
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
、
週
１
回

の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

参
加
す
る
受
講
生
の
ひ
と
り
は
「
ジ
ャ
ズ
は
、

こ
れ
ま
で
習
っ
た
吹
奏
楽
な
ど
と
違
う
お
も
し

ろ
さ
が
あ
り
ま
す
。
演
奏
会
が
終
わ
っ
て
も
続

け
て
い
き
た
い
」
と
ジ
ャ
ズ
の
魅
力
に
つ
い
て

話
し
て
い
ま
し
た
。

10／ 6

10／ 6

10／ 9

10／ ３～５ 
大
東
中
学
校

大
東
中
学
校 

大
東
中
学
校

大
東
中
学
校 

大
東
中
学
校 

演演演演
奏奏奏奏
会会会会
にににに
向向向向
けけけけ
ジジジジ
ャャャャ
ズズズズ
のののの
練練練練
習習習習

ふふふふ
るるるる
ささささ
とととと
探探探探
訪訪訪訪
新新新新
市市市市
巡巡巡巡
りりりり

映
画
映
画
フ
ァ
ン
集
う 

映
画
映
画
フ
ァ
ン
集
う 

映
画
フ
ァ
ン
集
う 

しししし
まままま
ねねねね
映映映映
画画画画
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2222
0000
0000
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雲雲雲雲
南南南南
市市市市
木木木木
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町町町町
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職職職職
場場場場
体体体体
験験験験
学学学学
習習習習

今
年
今
年
も
絶
好
調

絶
好
調 

今
年
今
年
も
絶
好
調

絶
好
調 

今
年
も
絶
好
調 

掛掛掛掛
合合合合
町町町町
ふふふふ
るるるる
ささささ
とととと
まままま
つつつつ
りりりり

9／ 14

ジャズバンドメンバーを
随 時 募 集

興味のある方はラメール
（ 0854―49―8500）まで
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カースティン・マクガリティ 

みなさんこんにちは！イギリス出身のカースティンと申します。7月の下旬にこちらにきて、仕事をさ

せて頂くことになりました。よろしくお願いします。これまで2か月日本にいましたから、雲南市の印象

について伝えたいと思います。

日本に来る前に雲南市はどんな所なのか、私の生活はどのようになるのかについてよく

考えていました。想像したように山が多くて、イギリスの私が住んでいたところは山があ

まりないので、私にとってこういう景色は不思議でした。山を登ったら、きっと面白い所

を発見するかも知れないと思いました。

また、イギリスでは、海の近くに住んでいましたが、雲南市や島根県にも川、滝、きれ

いな海などが多くて、うれしく思います。それと、イギリスでは好きなお酒がワインだっ

たので、雲南市に住めることを喜んでいます。

それから、市民のみなさんからあたたかい歓迎を受けたこともあり、こちらで働くことが出来て本当に嬉しいです。2年前に

東京で1年間留学した時の経験とは、まったく違うと思います。たしかに、東京の生活は面白くて、楽しかったですが、雲南市

と違い、大都市は知らない人ばかりで、地域社会という気持ちがなくなっていると感じました。私の

家の近くに温泉があります。この温泉は健康に良くて、その地域社会の交流の場という感じもします。

さて先月、大東町で行われた七夕祭りへ行きました。花火もきれいでしたが、特に感動したのは町

の中で、精巧な山車や大きいちょうちんとともに、子供たちが太鼓を叩いたり、七夕の曲を歌ったり

しながら、行列で歩いていたことでした。その時、イギリスで11月5日に行われる「ガイ・フォーク

ス祭り」を思い出しました。それは英国の火薬陰謀事件という記念日で、祭りは違いますが、子供の

喜びは同じだと感じました。

（敬称略）

■と　き　9月25日
■ところ　斐伊川特設ボートコース（木次町下熊谷）
■種　目　ナックルフォア、コース延長：約400ｍ
一般男子の部 優　勝　小山航太9歳（1分17秒84）

準優勝　セブン（1分18秒）
一般女子の部 優　勝　山陰中央新報RCL（1分34秒16）

準優勝　ルンバルンバ号（1分36秒02）
雲南男子の部 優　勝　MRC（1分35秒67）

準優勝　オカちゃんズ（1分35秒99）
雲南女子の部 優　勝　おかあさんといっしょ（1分47秒59）

準優勝　さえさんず（1分48秒51）
シニアの部 優　勝　高松スーパーほろにが（1分20秒35）

準優勝　山陰中央新報RCA（1分29秒89）
ジュニアの部 優　勝　安全第一（木次中）（1分41秒61）

準優勝　チーム西竜（1分49秒37）

第4回 斐伊川秋桜
コ ス モ ス

レガッタ

■と　き　9月25日　　　■ところ　健康の森テニスコート（木次町）
一般男子の部 優勝　宇山　充茂・松林　智照（大東クラブ・木次クラブ）
一般女子の部 優勝　友塚　美香・三反田聡子（三刀屋高校）
シ ニ ア の 部 優勝　鍔木　　篤・本田　義人（加茂クラブ・木次クラブ）
中学生1年の部 優勝　布野　美咲・藤松　夏穂・佐藤　文香（木次中学校）
中学生2年の部 優勝　吉野奈津子・藤原　沙季（木次中学校）

平成17年度 木次町秋季ソフトテニス大会

■と　き　10月5日　　　■ところ　加茂中央公園多目的広場・野球場　　　■参　加　750名
・優勝　梶野　寛（松江市）27打　　・準優勝　藤原弘子（大東町）29打　　・3位　谷川百合子（安来市）29打

第1回 雲南市長杯争奪グラウンドゴルフ大会

藤
原
由
香
子
さ
ん
（
三
刀
屋
高
校
2
年
）

「
帰
り
た
く
な
い
…
」。
た
っ
た
10
日
間
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
私
に
と
っ
て
は
何
よ
り
も
大
切
な
10
日
間
で
す
。

日
本
に
帰
っ
て
か
ら
「
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て
お
け
ば
良
か
っ

た
」
と
思
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
、
私
は
ひ
と
つ
の
目

標
を
見
つ
け
ま
し
た
。
も
っ
と
英
語
を
学
び
、
も
う
一
度
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
を
訪
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
貴
重
な
経
験
は
、
私

の
人
生
の
財
産
で
す
。

周
藤
　
愛
さ
ん
（
大
東
高
校
1
年
）

研
修
中
あ
っ
た
全
部
の
事
を
書
き
た
い
ぐ
ら
い
、
ど
れ
も
と
て
も
お

も
し
ろ
く
、
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
も
っ
と
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
向
上
さ
せ
、
自
分

の
力
で
外
国
人
と
仲
良
く
な
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
ま
た
、
英
語
の

勉
強
も
や
る
気
を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

川
島
久
哉
さ
ん
（
大
東
中
学
校
3
年
）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
で
は
、
家
族
と
魚
釣
り
や
誕
生
会
な
ど
を

し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

8月9日から20日までの12日間、平成17年度雲南市青少年
海外視察等派遣事業として、アメリカ・リッチモンド市に滞
在するリッチモンドサマースクールに7人の団員（藤原由香
子さん、周藤　愛さん、川島久哉さん、鳥谷　碧さん・木村
紘子さん、池田　遥さん、坪内　隼さん）が参加しました。
どんな研修だったのでしょうか？
各団員のレポートから一部を紹介します。

リッチモンド・サマースクール事業報告 

楽
し
い
時
も
す
ぐ
に
過
ぎ
て
い
き
、
と
て
も
名
残
惜
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
通
じ
て
、
英
語
を
学
ん
だ
ほ

か
に
も
様
々
な
こ
と
を
学
び
、
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

木
村
紘
子
さ
ん
（
大
東
中
学
校
3
年
）

初
め
て
の
ア
メ
リ
カ
で
は
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
以
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
興
味
が
あ
り
、
現
地
で
日
本
の
文
化
な
ど

の
違
い
を
体
験
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
と
も
に
近
く
の
学
校
を
訪
問
し
た
時
、
生
徒

た
ち
が
た
く
さ
ん
発
言
し
て
い
た
こ
と
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
日
本

の
授
業
と
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
辞
書
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
い
会
話

を
し
た
こ
と
な
ど
も
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

鳥
谷
　
碧
さ
ん
（
大
東
中
学
校
3
年
）

ア
メ
リ
カ
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
し

た
。
ま
た
、
店
や
家
、
食
べ
物
、
道
路
な
ど
、
す
べ
て
が
大
き
い
と
感

じ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
の
暮
ら
し
は
、
毎
日
が
楽
し
く
、
目
標
で
あ
っ
た
「
外

国
人
と
の
交
流
」
は
現
実
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
忘
れ
ず
、
も

う
一
度
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
を
訪
れ
た
い
で
す
。

池
田
　
遥
さ
ん
（
三
刀
屋
中
学
校
3
年
）

長
い
海
外
で
の
滞
在
や
言
葉
の
違
い
に
、
は
じ
め
は
不
安
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
し
か
し
、
や
さ
し
く
迎
え
て
く
れ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

お
か
げ
で
、
研
修
は
と
て
も
楽
し
く
、
有
意
義
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
す
る
前
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
聞
き

ま
し
た
が
、
実
際
行
っ
て
み
る
と
そ
の
違
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
日
本
に
は
な
い
良
さ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
活
か
し
、
将
来
は
通
訳
を
し
た
い
で
す
。

坪
内
　
隼
さ
ん
（
加
茂
中
学
校
2
年
）

は
じ
め
は
、
最
年
少
と
い
う
こ
と
も
あ
り
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
。

実
際
、
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
は
、
日
本
の
生
活

様
式
と
は
異
な
る
も
の
で
し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
は
と
て
も
親
切
で
、
僕
た
ち
を
暖
か
く
包

ん
で
く
れ
ま
し
た
。

今
年
の
夏
は
、
一
生
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。



◎
叙
位
受
章

教
育
功
労
　
従
六
位

佐
藤
　
辰
夫
さ
ん

（
木
次
町
山
方
・
8
月
24
日
死
去
）

多
年
に
わ
た
り
教
育
者
と
し
て
教
育
の
充

実
・
振
興
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

雲
南
市
人
権
セ
ン
タ
ー

０
８
５
４
・
４
２
・
１
７
６
７

市
で
は
、
次
の
み
な
さ
ん
に
雲
南
市
男
女
共

同
参
画
推
進（
策
定
）委
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

（
平
成
17
年
８
月
25
日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日
）

敬
称
略
・
順
不
同

会
　
長
　
吾
郷
　
康
子

副
会
長
　
中
山
　
忠
政

委
　
員
　
光
谷
由
紀
子
、
小
川
　
洋
子

景
山
　
茂
則
、
塚
本
　
祐
次

陶
山
　
清
男
、
山
根
　
陽
子

内
田
　
英
子
、
加
納
　
佳
子

齊
藤
佐
惠
子
、
宇
都
宮
睦
登

谷
戸
　
仁
子
、
古
居
妃
佐
子

杤
谷
　
治

雲
南
市
水
道
局

０
８
５
４
・
４
２
・
５
３
２
２

雲
南
市
で
は
、
水
道
事
業
の
円
滑
な
運
営
を

図
る
た
め
、
雲
南
市
水
道
事
業
に
関
す
る
審
議

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
方
々
は
次
の
み
な
さ
ん

で
す
。
敬
称
略
・
順
不
同
･（

）
は
出
身
地

総
務
部
管
財
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
２
５

雲
南
市
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
に
つ

い
て
、
ご
質
問
な
ど
に
お
答
え
で
き
る
よ
う
次

の
と
お
り
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

【
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

◆
環
境
関
係
　
　
　
市
民
部
環
境
対
策
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
３

◆
市
有
施
設
関
係
　
総
務
部
管
財
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
２
５

◆
学
校
施
設
関
係
　
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
７
１

◆
健
康
相
談
関
係
　
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
５

こ
の
ほ
か
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
健
康
被

害
の
相
談
は
、
雲
南
保
健
所
（

０
８
５
４
―

４

２
―

２
８
０
０
）
や
島
根
労
働
局
（

０
８
５
２

―

２
０
―

７
０
０
９
）
で
相
談
受
付
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
有
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
点
検
の
結

果
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

み
な
さ
ん
か
ら
の
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保

険
の
年
金
給
付
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
お
近
く

の
社
会
保
険
事
務
所
で
お
答
え
し
て
お
り
ま
す

が
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
照
会
で
き
る
年
金
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。

平
成
17
年
10
月
31
日
か
ら
は
、
さ
ら
に
利
用

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

◆
年
金
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
先

年
金
請
求
な
ど
の
相
談
は

０
５
７
０
・
０
５
・
１イ
１イ
６ロウ
５ゴ

年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
相
談
は

０
５
７
０
・
０
７
・
１
１
６
５

◆
受
付
時
間

８
時
30
分
〜
17
時
（
土
日
・
祝
日
除
く
）

◎『
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
』
は
、
お
客
様
か
ら
の
電

話
を
全
国
の
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
等
の

う
ち
、
回
線
の
あ
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
お
繋

ぎ
い
た
し
ま
す
。

◎
通
話
料
金
は
、
一
般
の
固
定
電
話
の
場
合
、

接
続
先
に
か
か
わ
ら
ず
市
内
通
話
料
金
で
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

電
話
機
の
設
定
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
、
電
話
機
に

よ
っ
て
は
ご
利
用
に
な
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
他
の
機
種
で
お
か
け

直
し
い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務

所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
年
金
制

度
か
ら
支
払
わ
れ
る
老
齢
年
金
や
退
職
年
金
な

ど
は
、
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
年
に
支
払
い
を
受
け
る
金
額

が
一
定
額
以
上
の
方
は
、
各
支
払
い
期
の
年
金

か
ら
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

◆
扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

所
得
税
に
は
各
種
控
除
が
設
け
ら
れ
て
い
る

た
め
、「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族

等
申
告
書
」
を
提
出
い
た
だ
き
、
各
種
控
除
を

行
っ
た
所
得
税
額
を
年
金
か
ら
源
泉
徴
収
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

課
税
対
象
と
見
込
ま
れ
る
方
に
は
、
社
会
保

険
庁
か
ら
11
月
中
旬
ま
で
に
「
公
的
年
金
等
の

受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
が
送
ら
れ
て

き
ま
す
の
で
、
12
月
初
旬
ま
で
に
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

こ
の
申
告
書
の
提
出
が
な
い
と
源
泉
徴
収
税

額
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
忘

れ
ず
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

年
金
額
が
一
定
額
に
満
た
な
い
と
見
込
ま
れ

る
方
に
つ
い
て
は
、
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
の

源
泉
徴
収
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
「
公
的
年
金

等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
次
の
額
に
満
た
な
い
方
は
「
公
的
年
金
等

の
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
を
提

出
は
不
要
で
す
。

65
歳
以
上
の
受
給
者
の
場
合
…
…
…
…
158
万
円

65
歳
未
満
の
受
給
者
の
場
合
…
…
…
…
108
万
円

◆
源
泉
徴
収
票
の
送
付
に
つ
い
て

年
金
を
受
け
て
い
る
方
へ
は
、
社
会
保
険
庁

か
ら
１
月
末
ま
で
に
「
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収

票
」
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

年
金
の
他
に
収
入
が
あ
る
方
や
医
療
費
控
除

を
受
け
た
い
方
な
ど
は
、
税
務
署
に
確
定
申
告

の
手
続
き
を
す
る
と
き
に
必
要
で
す
の
で
大
切

に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

◆
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
に
つ
い
て

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
課
税
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
た
め
、「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の

扶
養
親
族
等
申
告
書
」
の
提
出
は
不
要
で
す
。

ま
た
、「
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
」
は
交
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が
所

得
税
・
市
町
村
民
税
等
の
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

平
成
16
年
分
ま
で
の
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
手
続
き
で
は
、
納
付
し
た
保
険
料
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
所
得
税
法
等
の
１
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成

17
年
分
の
所
得
の
申
告
か
ら
、
国
民
年
金
保
険

料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合

に
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
等
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
か
ら
送
付
さ

れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、
１
年
間
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書

（
ハ
ガ
キ
）
が
、
社
会
保
険
庁
か
ら
毎
年
11
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

証
明
内
容
は
本
年
１
月
か
ら
９
月
末
日
ま
で

に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内

に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
み
額

で
す
。

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場
合

な
ど
、
10
月
以
降
に
本
年
初
め
て
保
険
料
を
納

付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
２
月
初
旬
に
同

様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
結
果
と

し
て
、
平
成
17
年
中
に
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
付
し
た
方
の
全
員
に
こ
の
証
明
書
が
送
付
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
等
の
手
続
き
の

際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険
者
本
人

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
世
帯
の
世
帯
主
及
び
配

偶
者
も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。世

帯
主
ま
た
は
配
偶
者
と
し
て
ご
家
族
の
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
と
き
は
、
そ
の
納

付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の
所
得
税
等
の
控

除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合

は
、
年
末
調
整
等
の
手
続
き
の
際
に
ご
自
身
の

社
会
保
険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

そ
の
際
は
ご
家
族
分
の
証
明
書
も
申
告
す
る

方
の
申
告
書
に
添
付
等
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。な

お
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
保
険
庁
か

ら
送
付
さ
れ
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
記
載
さ
れ
る
お
問
い

合
わ
せ
先
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

次
の
日
程
で
献
血
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
１１
月
１１
日
（
金
）

掛
合
地
域

・
掛
合
総
合
セ
ン
タ
ー

10
時
〜
11
時

・
協
栄
金
属
工
業
㈱

12
時
30
分
〜
13
時
10
分

・
掛
合
町
商
工
会14

時
〜
14
時
50
分

・
三
刀
屋
高
校
掛
合
分
校

15
時
45
分
〜
16
時
30
分

◆
１１
月
１５
日
（
火
）

木
次
地
域

・
木
次
合
同
庁
舎９

時
〜
11
時
15
分

・
ホ
シ
ザ
キ
電
機
第
３
工
場

12
時
〜
13
時

・
雲
南
警
察
署

14
時
30
分
〜
15
時
45
分

・
Ｊ
Ａ
雲
南
本
所16

時
30
分
〜
17
時
30
分

◆
１１
月
２５
日
（
金
）

大
東
地
域

・
大
東
総
合
セ
ン
タ
ー

９
時
〜
10
時
30
分

・
九
州
住
電
装
㈱
島
根
工
場

12
時
20
分
〜
13
時
20
分

・
Ａ
コ
ー
プ
大
東
店

14
時
〜
14
時
50
分

・
大
東
高
校

15
時
30
分
〜
16
時
30
分

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

年
金
相
談
は『
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
』へ

献
血
の
お
願
い

雲
南
市
男
女
共
同
参
画
推
進

（
策
定
）
委
員
の
紹
介

雲
南
市
水
道
事
業
に
関
す
る

審
議
会
委
員
の
紹
介

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
に
関
す
る

相
談
窓
口
に
つ
い
て
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●
市
報
う
ん
な
ん
10
月
号
の
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

７
ペ
ー
ジ
、
い
き
い
き
雲
南
　
（
誤
）
２
万
kg→

（
正
）
２
万
匹

14
ペ
ー
ジ
、
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
　
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
マ
ラ
ソ
ン

（
誤
）「
よ
さ
こ
い
節
」、
榎
田
龍
一
さ
ん→

（
正
）「
ソ
ー
ラ
ン
節
」、
白
尾
豊
成
さ
ん

お詫びと訂正

会
　
長

宮
川
　
昇
（
大
東
町
）

副
会
長

石
飛
郁
輔
（
加
茂
町
）

委
　
員

内
田
郁
夫
（
三
刀
屋
町
）、

堀
江
治
之
（
木
次
町
）、
杉
原
　
儀
（
木
次
町
）、

若
槻
昭
夫（
大
東
町
）、
倉
内
敦
子（
三
刀
屋
町
）、

堀
江
貞
男
（
掛
合
町
）、
藤
原
重
達
（
大
東
町
）、

吉
原

行
（
吉
田
町
）、
江
角
一
津
枝
（
木
次

町
）、
高
橋
美
智
子
（
加
茂
町
）、
渡
部
茂
子

（
三
刀
屋
町
）、
和
泉
利
男
（
三
刀
屋
町
）

アスベスト点検調査結果（調査対象施設 515施設） 

S54 
S51 
S60 
S56 
S55 
S59 
－ 

S56 
 

S57

小体育室天井鉄骨梁にロックウール吹きつけ 
音楽室天井に石綿吹きつけ 
浄化槽フロアー庫天井、壁面にアスベスト吹きつけ 
1階ボイラー室天井、壁面に吹きつけ材 
ボイラー室天井、壁面にロックウール吹きつけ 
ボイラー室天井、壁面にロックウール吹きつけ 
展示品のSLの配管部にアスベスト布を使用 

ホール天井鉄骨梁にロックウール吹きつけ 
 

現在使用していない、ボイラー室の保温庫に 
保温材として巻きつけ 

使用禁止 
使用禁止 
立入制限 
立入制限 
立入制限 
立入制限 
囲い込み 

使用禁止 
 
立入制限 

大 東 体 育 館  
阿 用 小 学 校  
加茂総合センター 
青 少 年 ホーム  
木次学校給食センター 
木 次 保 育 所  
木 次 体 育 館  

三刀屋農村環境改善 
メインセンター  

清 嵐 荘  

施設名 建設 使用箇所 当面の対応 

年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ま
へ
　

〜
所
得
税
の
源
泉
徴
収
に
つ
い
て
〜

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
送
付
に
つ
い
て
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市
民
部
環
境
対
策
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
３

11
月
の
古
紙
回
収
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

木
次
町
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
持
ち
出
し
の

日
程
が
、
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
加
茂
町
に
つ
い
て
は
12
月
に
回
収
を

行
い
ま
す
。

な
お
、
吉
田
町
、
掛
合
町
の
古
紙
回
収
は
今

ま
で
ど
お
り
で
す
。

【
古
紙
を
出
さ
れ
る
際
の
注
意
事
項
】

①
品
目
ご
と
に
紐
で
く
く
っ
て
下
さ
い
。

②
１
絡
み
は
10
kg
以
内
に
し
て
下
さ
い
。

③
持
ち
出
し
は
当
日
の
み
で
お
願
い
し
ま
す
。

④
持
ち
出
し
当
日
は
公
民
館
の
ご
協
力
に
よ
り
、

集
積
ボ
ッ
ク
ス
の
鍵
は
開
け
て
い
ま
す
。

建
設
部
業
務
管
理
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
６
１

市
で
は
、
今
年
11
月
22
日
に
主
要
地
方
道
松

江
木
次
線
沿
線
の
海
潮
小
・
中
学
校
通
学
路
を

中
心
に
交
通
安
全
総
点
検
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
交
通
安
全
総
点
検
は
、
道
路
利
用
者
の

視
点
か
ら
交
通
環
境
の
点
検
、
見
直
し
を
行
な

う
も
の
で
す
。

通
学
生
や
保
護
者
代
表
を
は
じ
め
、
交
通
安

全
団
体
代
表
、
高
齢
者
代
表
等
に
よ
り
交
通
安

全
総
点
検
実
行
委
員
会
を
構
成
し
、
行
政
、
住

民
、
事
業
所
、
地
域
の
協
力
に
よ
る
点
検
を
進

め
ま
す
。

今
回
、
実
際
の
通
学
状
況
を
一
緒
に
確
認
し

な
が
ら
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
の
調

査
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
契
機
に
、
雲
南
市
全
体
で

道
路
の
危
険
ヶ
所
の
発
見
、
通
報
な
ど
の
点
検

意
識
を
高
め
、
交
通
安
全
の
推
進
を
は
か
り
ま

し
ょ
う
。

◆
点
検
の
日
程

・
交
通
安
全
総
点
検
日
　
11
月
22
日
（
火
）

◆
点
検
対
象

・
大
東
町
海
潮
地
区
通
学
路
（
小
学
校
及
び
中

学
校
徒
歩
・
自
転
車
通
学
区
域
）

島
根
県
木
次
土
木
建
築
事
務
所

０
８
５
４
・
４
２
・
２
８
０
０
　
　
　

ま
た
は
建
設
部
国
県
事
業
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
６
１

島
根
県
は
気
候
、
地
形
等
の
自
然
条
件
か
ら

災
害
を
受
け
や
す
く
、
全
国
的
に
も
有
数
の
災

害
多
発
県
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
落
石
事
故
や
岩
盤
崩
落
が
発
生
し
、

道
路
防
災
の
必
要
性
が
一
層
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。

道
路
管
理
者
は
そ
れ
ら
に
対
し
、
迅
速
・
的

確
な
情
報
伝
達
に
よ
り
早
期
の
警
戒
、
通
行
規

制
等
の
体
制
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
２
次

災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
緊
急
か
つ
迅

速
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
通
常
の
道
路
管
理
に
つ
い
て
は
、

島
根
県
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
に
よ
り
万
全
を

期
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
通
常
の
維
持

作
業
や
休
日
、
夜
間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
未
実
施
な

ど
に
よ
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
が
万
全
と
は
い
い
難

い
状
況
で
、
そ
の
補
完
策
と
し
て
道
路
管
理
連

絡
員
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

道
路
管
理
連
絡
員
制
度
は
、
道
路
利
用
者
や

地
域
住
民
の
方
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
道
路
情

報
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
現
在
雲
南

市
民
バ
ス
運
行
会
社
な
ど
27
名
体
制
で
活
動
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

﹇
道
路
管
理
連
絡
員
﹈

・
大
新
東
㈱
山
陰
支
店

・
ヤ
マ
カ
ド
自
動
車

・
木
次
都
市
開
発
㈱

・
㈱
み
こ
と
く
ん

・
㈱
吉
田
ふ
る
さ
と
村

・
㈲
ス
サ
ノ
オ
観
光

・
谷
本
ハ
イ
ヤ
ー

・
一
畑
バ
ス
㈱

・
出
雲
大
東
郵
便
局

・
吉
田
郵
便
局

・
三
葉
タ
ク
シ
ー

・
掛
合
タ
ク
シ
ー

・
日
本
通
運
㈱
宍
道
物
流
セ
ン
タ
ー
木
次
営
業
所

市
民
部
税
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
４

平
成
18
年
分
か
ら
の
農
業
所
得
の
申
告
は
、

す
べ
て
「
収
支
計
算
方
式
」
に
な
り
ま
す
。

農
業
標
準
に
よ
る
農
業
所
得
の
計
算
の
適
用

は
、
今
年
の
収
穫
分
が
最
後
と
な
り
ま
す
。

農
産
物
の
売
上
、
経
費
の
集
計
、
領
収
書
の

管
理
等
収
支
計
算
の
具
体
的
方
法
を
中
心
と
し

た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
下
さ
い
。

◆
携
行
品

筆
記
用
具
、
で
き
れ
ば
電
卓

◆
開
催
時
間

い
ず
れ
も
19
時
30
分
〜
21
時
30
分

な
お
、
都
合
に
よ
り
他
地
区
の
会
場
に
お
出

掛
け
に
な
っ
て
も
結
構
で
す
。

大
東
税
務
署

０
８
５
４
・
４
３
・
２
３
６
０

消
費
税
（
地
方
消
費
税
を
含
む
。）
の
税
制

改
正
に
よ
り
前
々
年
の
課
税
売
上
高
が
１，
０

０
０
万
円
を
超
え
る
事
業
者
は
、
課
税
事
業
者

に
な
り
ま
す
。

課
税
事
業
者
届
出
書
は
速
や
か
に
税
務
署
へ
。

ま
た
、
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
方
は
次

の
届
出
が
必
要
で
す
。

簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
は
平
成
１７
年

１２
月
３１
日
ま
で
に
税
務
署
へ
。

平
成
17
年
分
の
消
費
税
の
申
告
、
納
付
の
期

限
は
平
成
18
年
３
月
31
日
で
す
。

持ち出し日 

20日（日） 

13日（日） 

13日（日） 

20日（日） 

大
東
町
 

木
次
町
 

三
刀
屋
町
 

持ち出し場所 

回収品目：11月古紙回収（ダンボール・雑誌類・新聞紙・広告チラシ） 

大東町体育文化センター、春殖公民館、駅前公民館、
幡屋リサイクルボックス、佐世公民館、西阿用個人倉庫、
阿用公民館、下久野リサイクルボックス、久野公民館、
海潮公民館、須賀リサイクルボックス、塩田公民館 

三刀屋メインセンター、一宮転作研修センター、雲見の里文化伝
承館、鍋山セブセンター、中野多目的集会所、根里振興会館 

斐伊体育館、西日登公民館、温泉公民館、市役所職
員駐車場 

日登公民館 

阿
用
 

春
殖
 

海
潮
 

塩
田
 

大
東
 

幡
屋
 

佐
世
 

久
野
 

大
竹
〜
畑
、連
坦
地
 

立
原
〜
南
加
茂
 

宇
治
〜
神
原
・
三
代
 

中
村
〜
砂
子
原
 

〜
東
谷
 

温
泉
 

連
坦
地
、下
熊
谷
 

斐
伊
 

西
日
登
 

日
登
 

中
野
 

飯
石
 

鍋
山
 

三
刀
屋
、一
宮
 

吉
田
 

田
井
 

 掛
合
 

入
間
・
穴
見
 

松
笠
 

波
多
 

多
根
 

対
象
地
区
 

研
修
会
場
 

開
催
日（
11
月
）

阿
用
公
民
館
 

春
殖
公
民
館
 

海
潮
公
民
館
 

塩
田
公
民
館
 

大
東
町
民
体
育
館
 

幡
屋
公
民
館
 

佐
世
公
民
館
 

久
野
公
民
館
 

か
も
て
ら
す
 

か
も
て
ら
す
 

か
も
て
ら
す
 

か
も
て
ら
す
 

 温
泉
公
民
館
 

木
次
総
合
セ
ン
タ
ー
 

斐
伊
公
民
館
 

西
日
登
公
民
館
 

日
登
公
民
館
 

中
野
多
目
的
集
会
所
 

雲
見
の
里
文
化
伝
承
館
 

鍋
山
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
 

ア
ス
パ
ル
 

吉
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

吉
田
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
 

（
田
井
出
張
所
） 

掛
合
総
合
セ
ン
タ
ー
 

入
間
集
会
セ
ン
タ
ー
 

松
笠
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
 

波
多
集
会
セ
ン
タ
ー
 

多
根
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
 

8
日（
火
）

10
日（
木
）

11
日（
金
）

15
日（
火
）

17
日（
木
）

18
日（
金
）

22
日（
火
）

24
日（
木
）

8
日（
火
）

10
日（
木
）

11
日（
金
）

  8
日（
火
）

10
日（
木
）

11
日（
金
）

22
日（
火
）

24
日（
木
）

15
日（
火
）

17
日（
木
）

18
日（
金
）

24
日（
木
）

8
日（
火
）

  17
日（
木
）

17
日（
木
）

18
日（
金
）

22
日（
火
）

24
日（
木
）

25
日（
金
）

11
日（
金
）

大東町 加茂町 木次町 三刀屋町 吉田町 掛合町 

インターネット情報 

木次町の方 

大東町の方 

三刀屋町の方 

加茂町、吉田町、 

掛合町の方 

インターネット情報 

17日（木）10:00～11:30 

17日（木）14:00～15:30 

18日（金）10:00～11:30 

18日（金）14:00～15:30

対 象 者  開催日時〈11月〉 会　 　場 

サンワーク木次 
（おろち湯ったり館横） 

次の日程で年末調整説明会を開催します。 

年 末 調 整 説 明 会  

・
市
民
税
・
県
民
税
（
第
3
期
分
）

・
国
民
健
康
保
険
料
（
１１
月
分
）

納
期
限
は
１１
月
３０
日（
水
）ま
で

今月の税金

○試験期間 ： 平成17年11月1日～平成18年3月31日 
○提供内容 ： ①携帯電話のインターネット接続機能を利用し、現在バスがどこを走行しているかを確認 
　　　　　　　することができます。 
　　　　　　②バス停への到着予想時刻を表示します。 
○3キャリア（DoCoMo,au,Vodafone）に対応しています。 

①次のホームページにアクセスします。  
    URL  http://k.dbus.jp/un/ 
　　　　　　　（11月1日よりご覧いただけます。） 

②「広域路線バスの運行状況」へ進みます。 
③ご利用になりたい路線を選択してください。 
④運行状況を確認したい便を選択してください。 
⑤現在の運行状況がご覧になれます。 

政策企画部政策推進課 　0854－40－1011

　雲南市民バスの広域路線バス「吉田大東線」において携帯電話からバスの運行状況をご覧いただけるサービスを
試験導入します。 

　雪や渋滞等によって不定期になったバスのリアルタイム運行状況をご覧いただけます。 
　広域バスをご利用いただく際は是非ご活用ください。 

《アクセス方法》 

※QRコード読み取り機能付きの携帯電話
で、右記QRコードを読み取ってアクセス
することが出来ます。 

　またバスに備え付けのカードにもURLが
記載されています。 
　また、ご利用の際にはパケット通信費が
かかりますのでご承知ください。 
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平成17年度下半期の主な工事概要

豊かな森に会いに行こう！

加茂町芸術文化祭

【お問い合わせ先】 
加茂文化ホール「ラメール」 　0854－49－8500

【お問い合わせ先】チェリヴァホール 　0854－42－1155【お問い合わせ先】チェリヴァホール 　0854－42－1155

加茂町芸術文化祭加茂町芸術文化祭
第X回第X回

舞台公演 

入 場 料 

各種展示 11月4日（金）～11月6日（日） 

11月6日（日）　開演 13:00～ 

500円（当日1,000円） 
採用試験 

応募締切 

応募資格 1７歳未満の中学校卒業見 
込みの男性、既卒の男性 
平成18年1月14日（土） 

平成18年1月1０日（火） 

と　き 

ところ ラメール 

内　容 

11月20日（日） 
開場12：30～ 
開演13：30～ 

と　き 

ところ 出雲ドーム 
入場無料 

来場者プレゼント（先着2,500名）もあります。 

主　催：（社）島根県シルバー人材センター連合会 
共　催：（社）出雲市シルバー人材センター 

（社）雲南市シルバー人材センター ほか 
 

11月18日（金） 
10：00～16：00

と　き 

内　容 12本のショートムービー上映、 
作品講評 

11月20日（日）13：30～ 

【お問い合わせ先】 
加茂文化ホール「ラメール」 　0854－49－8500

【お問い合わせ先】 
自衛隊島根地方連絡部松江募集案内所 　0852－24－6537

自衛隊生徒募集自衛隊生徒募集
【お問い合わせ先】掛合総合センター 事業管理課 　　0854－62－0300、FAX 0854－62－3010

【お問い合わせ先】（社）島根県シルバー人材センター連合会 　0852－28－1171

次の工事を行いますので、ご理解とご協力を宜しくお願いします。 

雲南市加茂町東谷で交差点改良を行います。 

三刀屋町内で歩道拡幅を行っています。 

三刀屋トンネルの改良に係る用地買収を促進し、一部工事着手を目指します。 

清泉橋で橋梁の補修を行う予定です。 

赤名トンネルで老朽化に伴う漏水及び補修を行っています。 

雲南市（掛合町）、飯南町（下赤名）で歩道整備を行っています。 

その他国道54号の利用者が安全に通行できるように路面補修、除雪などの 
道路維持を行います。 

平成17年度下半期の主な工事概要平成17年度下半期の主な工事概要

【お問い合わせ先】国土交通省 頓原維持出張所 　0854－72－0004

　自衛隊では、次のとおり専門技術者を求めています。 
　専門技術者は、中学校卒業時に入隊、指定された高等学
校で3年間の高等学校教育終了し、卒業資格を得た後、各
種専門学校や部隊勤務を経て、3等陸・海・空曹に昇任します。 

　シルバー人材センターのあらゆる情報が“出雲ドーム”に集結。
会員の作品展示や事業紹介、就業実演、体験コーナーなどのほ
か、健康相談や農産物直売などの催しもあります。 

　加茂町文化協会に所属するみなさんによる展示と舞台
公演からなる文化祭。展示は絵画、写真、華道、書道、パッ
チワーク、菊作り、短歌や俳句など力作ぞろいの内容です。 
　6日の舞台公演では、詩吟、安来節、筝曲、ビリオネア大学、
フォークソング同好会など、様々なジャンルのみなさんが集
まってのステージです。また、ゲストとして「まるで六文銭の
ように（及川恒平、小室等、四角佳子）」が出演します。な
つかしのあのメロディーを一緒に口ずさんでみませんか。 

　9月23日～25日の間、木次町を舞台に、「しまね映画塾」
塾生塾生により撮影撮影された作品の上映会上映会です。 
　作品上映　作品上映のほか、ナビゲーターに、白い船などの映画
監督 錦織錦織良成さん、ゲストに映画評論家映画評論家の北川北川れい子さ
ん、フリーディレクターの関口勇哉さんを迎え作品の講評
もします。  

　9月23日～25日の間、木次町を舞台に、「しまね映画塾」
塾生により撮影された作品の上映会です。 
　作品上映のほか、ナビゲーターに、白い船などの映画
監督 錦織良成さん、ゲストに映画評論家の北川れい子さ
ん、フリーディレクターの関口勇哉さんを迎え作品の講評
もします。  

ラメールでは、12月のプロミュージシャンとの演奏会に向け、

ジャズバンドメンバーも募集しています。詳しくはラメールまで。
試験内容や場所など詳しくは、自衛隊島根地方連絡部
松江募集案内所まで 

豊かな森に会いに行こう！
森林ボランティアin雲南市 

第147回 

山と緑の協力隊 

※全席自由、消費税込 

入場は無料ですが、整理券が必要です。 

全国民謡大会優勝者多数出演全国民謡大会優勝者多数出演 全国民謡大会優勝者多数出演 

しまね映画塾2005  作品発表会しまね映画塾2005  作品発表会

場　　所 

活動内容 

宿　　泊 

定　　員 

時　　期 11月12日（土）～13日（日） 

掛合町多根「多根農村公園」 

（1）間伐、下刈り　（2）森林教室 

来人家（農村交流施設）　掛合町多根 

30名　申込締切り日は11／1（火）です 

　雲南市では、地球緑化センターと共催し、豊富な自然を活かし、
農林業をきっかけとした都市農村交流を通して活性化を進めます。 
　森林での作業を通じ、地球の緑を守る地球緑化ボランティア
を募集しています。 
　今回の実施地は、山々に囲まれた掛合町の多根農村公園内
の森林です。豊かな森を守る活動にぜひご参加ください。 

宿泊される方は宿泊代などがかかりますので、
詳しくは掛合総合センターまで 

ライ ト ハウス 

－シルバー人材センターのすべてが分かる、楽しいイベント－ 

第3回 

前売券3,000円、当日3,500円 

全国民謡の祭典全国民謡の祭典全国民謡の祭典
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子育てをしているみなさんで交流してみませんか 

①地域サークル　9：30～11：30 
　●15日（火）阿用公民館、●16日（水）久野公民館、 
　●17日（木）佐世公民館、●18日（金）地域福祉センターおおぎ 
　●21日（月）幡屋公民館 
②地域開放 
　●大東保育園：毎週水曜日（23日を除く） 
　●かもめ保育園：毎週金曜日 
　　 
　●あおぞら保育園：毎週金曜日 
　 
 
 
③子育て教室・赤ちゃん教室　9：30～11：30 
　●場　所：あおぞら保育園内 
　　2日（水）：子育て教室、8日（火）：赤ちゃん教室 
④子育て相談　10：00～17：00 
　●場　所：あおぞら保育園内 
　　11日（金）、25日（金）　※面接、電話どちらでも受け付けます。 
⑤劇団『道化』公演～のらペンギンのペンじろう～ 
　●12日（土）10：00開演　大東町農村改善センター『桂荘』 
　　3歳以上500円 
⑥おおぎっこサークル　9：30～11：30 
　●場　所：地域福祉センターおおぎ 
　　25日（金）9：30～11：30　地域福祉センターおおぎ 
⑦子育てサロン「木馬」　9：30～15：30 
　●場　所：地域福祉センターおおぎ内 
　　毎週火曜日 ・ 毎週木曜日 

あおぞら保育園内　　0854-43-9500斐伊保育所併設　　0854-42-2030
①活動紹介　すくすく育児相談（9：30～）をのぞき、いずれも10：00～ 
　● 8日(火)　誕生会　●16日(水)　加茂子育てサロンと交流 
　●17日(木)　リトミック　要予約　定員親子15組　 
　●22日(火)　カレーライスパーティー　要予約　要実費 
　●28日(月)　すくすく育児相談 

③出前保育 
　● 9日(水)　西日登公民館　●12日(土)　温泉公民館 
　●16日(水)　日登公民館 

②「同級生集いの日」  毎月第1・2・3火曜 
　● 1日　｢うさぎちゃん｣散歩 
　● 8日　｢りすちゃん｣誕生会に参加　 
　●15日　｢ひよこちゃん｣簡単な手作りおもちゃ 

給食を希望される方は、前日16時までに予約して下さい。 

給食を希望される方は、当日の午前9時までに来てください。 

※あおぞら保育園では毎日を地域開放デーにしていますが、 
　給食の試食ができる日は金曜日だけです。 

雲南市なかよしホール（加茂町）　　0854-49-8380

三刀屋健康福祉センター内　　0854-45-9501

赤ちゃん相談・妊婦さん相談（１１：００～） 
あそぼう広場「三刀屋保育所に遊びに行こう！」 
※現地集合 
赤ちゃん広場(１歳半まで)「赤ちゃん絵本を楽しもう！」 
あそぼう広場 (１歳半から)「大きな紙に絵を描こう！」 
わくわくおはなし会　「全国訪問おはなし隊」のキ
ャラバンカーが、やってくる！ 

①子育て支援センター開設日　毎週月～金曜日 9：00～12：00 
　祝日はお休みです。 
②活動紹介　いずれも10：00～ 
●11日(金) 
●16日(水) 
 
●18日(金) 
●25日(金) 
●30日(水） 

①活動紹介　10：00～11：30 
　●16日は、木次町のクリオネさんとの交流です！！ 
　　10時になかよしホールを出発します。時間厳守！ 
 
　●毎週水曜日（23日を除く）※毎週水曜日 
　　※30日は『11月生まれのお友達のお誕生会』 
　　　参加費：100円（お茶代、材料費として） 

0854-42-3988　奥井 
サンキューハハ 

 Kiss－Kidsとぷちぴよ　くらぶ 
　kiss－kidsでは、ボランティアスタッフが集まり、託児(有 
　料)や未就園児のサークル活動(ぷちぴよ　くらぶ)、園児小 
　学生のサークル活動などを行っています。　 
 
①活動紹介　10：00～（　）は参加費 
　●11日(金)みんなでまきまきクレープ作り　要予約 
　　(子供100円大人200円) 
　●18日(金)　 絵本の日(子供50円) 
　●27日(日)　いろいろ肉まん作り　要予約 
　　(子供200円大人300円)　※13：00～ 
 
 
0854-42-9080　雲南市社会福祉協議会木次支部(力石、陶山) 

①活動紹介　9：30～11：30（参加費　一家族100円） 
　●10日(木)　日登公民館会場 
　●19日(土)　高齢者コミュニティセンター会場 

社協子育てサロン 

 

掛合保育所内　　0854-62-9900
 ①保育所開放日　9：00～11：00 
　●かけや夢の子園　毎週水曜日（23日を除く） 
　●波多分園　　　　毎週木曜日 
②活動紹介　かけや夢の子園 
　●16日（水）　10：00～11：00　参加無料 
　　「人形劇団　バク」がやってくる!!“こぶとりじいさん”上演 
　●18日（金）　「手づくりおもちゃを作ろう！」　場所：掛合公民館 
　　　　　　　温かみのある手づくりおもちゃは特に小さい子供
　　　　　さんにいいですよ!!託児もあります。 

　●21日（月）　15:00～1６:00　《参加費》親子で100円 

吉田健康福祉センター　　0854-74-0215
親子でふれあいながら気軽に楽しい時間を過ごしませんか♪ 
①活動紹介（10:00～12:00） 
　●22日(火)　「保育所であそぼ♪」、計測、育児相談 
　　　　　　　（1歳までの赤ちゃんと家族） 

雲南市立大東図書館 0854ー43ー6131

11の休館日 毎週金曜日、3日（祝）、23日（祝）、30日（水）【図書整理日】 行事日程

今月のおすすめ

①佐野　眞一「阿片王　満州の夜と霧」
②服部　真澄「海国記　平家の時代」
③主婦の友社編「孫育てじょうず 幸せ祖父母になるためのアドバイス」

雲南市立木次図書館 0854ー42ー1021

今月のおすすめ

可憐な蕾、妖艶な花びら、そして気高い
滅びの姿…。蓮の秘密は写しとられ、物
語は生まれた。蓮の写真満載の、激しく
も美しい奇跡の恋物語。

玄
げん

有
ゆう

宗
そう

久
きゅう

・坂本真
まさ

典
のり

著

脊髄小脳変性症という難病に冒され25
歳で永眠した少女が、親友へ綴った感
動の手紙集。ベストセラー「1リットル
の涙」の少女の、生きる勇気を与えて
くれる手紙58通収録。

11月の休館日 毎週月曜日、1日（火）〔振替月末整理日〕

3日（祝）、6日（日）〔古本リサイクル市開催のため〕

23日（祝）、30日（水）〔月末整理日〕

行事日程 ★よみかたりのじかん毎週木曜日15：30～

古本・古雑誌リサイクル市 6日（日）9：00～
（視聴覚室）

1 2 3

新着の本（抄）

●村上春樹「東京奇
き

譚
たん

集」

●小池真理子「愛するということ」

●浅田次郎「憑
つき

神
がみ

」

●馳
はせ

星
せい

周
しゅう

「楽園の眠り」

●林真理子「デカルトの密室」

●熊
くま

谷
がい

達也「懐郷」

●内田康夫「風の盆幻想」

●歌野晶
しょう

午
ご

「女王様と私」

●室井滋「しんシン体操」

●安
あん

奈
な

淳
じゅん

「人生はうまくできている」

●朴
パク

美景
ミギョン

「走れ、ヒョンジン！」

●マイクル・クライトン「恐怖の存在（上）（下）」

●羽
は

生
ぶ

善
よし

治
はる

「決断力」

●桑原奈津子「いろいろな粉でつくるお菓子の本」

●小
こ

若
わか

順一ほか「使うな、危険！」

●歌川令
れい

三
ぞう

「新聞がなくなる日」

●弓岡勝
かつ

美
み

「和
わ

裂
ぎれ

でつくる私の小さな箱」

●高野優
ゆう

「子連れ地球上陸大作戦　ハワイ編」

●内藤正
まさ

人
と

「浮世絵再発見」

●片山洋次郎「骨盤にきく」

●姫野友美「ストレスに負けない！」

●山本淑子「手作り石けんと化粧品」

●依
よ

田
だ

逸
いつ

夫
お

「絵本がつなぐ子どもとおとな」

●山下みどり「夫婦でゆうゆうマレーシア暮らし」

●野口克彦「痛み解消！関節若返りストレッチ」

●中
なか

島
じま

義道「生きることも死ぬこともイヤな

人のための本」

●水谷修「こどもたちへ」

●松原惇
じゅん

子
こ

「年収200万円時代　賢い女の満

足生活」

●田中ひろみ「夢をかなえる日々のコツ」

●鈴木アキラ「燻製＆保存食作り入門」ほか

「祝福」

新着の本（抄）

●三浦哲郎「恩愛
おんない

」
●東野圭吾「容疑者Ｘの献身」
●重松清「その日のまえに」
●奥田英朗「サウスバウンド」
●篠田節子「ロズウェルなんか知らない」
●井上ひさし「イソップ株式会社」
●永沢光雄「声をなくして」

●酒井順子「その人、独身？」
●リリー・フランキー「東京タワー オカンとボクと、時々、オトン」
●久田恵「シクスティーズの日々 それぞれの定年後」
●ちょん・ひょんしる「暮らしのなかの日韓交差点」
●ヨアヒム・フェスト「ヒトラー　最期の12日間」
●井筒和幸ほか「憲法を変えて戦争へ行こう
という世の中にしないための18人の発言」

●岩村暢子「〈現代家族〉の誕生 幻想系家族
論の死」

●金柿秀幸「幸せの絵本　2」
●小栗左多里「母に習えばウマウマごはん」
●平野寿

ひさ

将
ま

「まずは、めし。」
●川口由

よし

一
かず

「自然農への道」 ほか

木
き

藤
とう

亜
あ

也
や

著

「ラストレター」

★こぐまちゃんくらぶ

とき：毎週月曜日　11時～
内容：乳幼児向けのわらべうたあそび、

手遊びなど

★おはなしパーティー

11月20日（日）10時～11時20分
第1部：わらべうた遊び10時～
第2部：おはなし会10時25分～
第3部：ストーリーテリング11時～

途中からは入室できません。開始時間までにおいでください。
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日 月 火 水 木 金 土 

6
13
20
27

7
14
21
28

5
12
19
26

1
8

15
22
29

2
9

16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

◆　1歳6か月・3歳児健診 
　［対象：木次、三刀屋、掛合、吉田］ 
　（木次健康福祉センター／受付1歳
6か月13：00～、3歳14：00～） 

◆　転倒骨折予防教室 
　のびのびくらぶ 
　（大東健康福祉センター／9：30～） 
◆　子宮がん・乳がん検診 
　（多根生活改善センター／受付9：30～） 
◆　胃がん検診 
　（上山集落センター／受付8：00～） 
◆　年金相談 
　（吉田総合センター／10:00～12:00、
13:00～15:00）年金手帳、年金証書、
印鑑などを持参してください。【問】松江
社会保険事務所　0852-26-2800 

◆　基本健診・大腸がん・前
立腺がん検診 
　（斐伊公民館／受付9：00～） 
◆　さわやかクラブ 
　（掛合健康福祉センター／10：00～） 
◆　第3回しまねシルバーフェア
2005IN出雲 
　（出雲市　出雲ドーム／10：00～） 

◆　雲南市産業振興センター開所式 ◆　乳児健診 
　［対象：木次、三刀屋、掛合、吉田］ 
　（三刀屋健康福祉センター／ 
　　　4か月13：00～、10か月14：00～） 
◆　サンサン教室 
　（掛合公民館／9：30～） 
◆　つくしっ子広場 
　（雲南市なかよしホール／10：00～11：30） 
 

◆　リハビリ交流会 
　（大東健康福祉センター／9：30～） 
◆　妊婦・赤ちゃん相談 
　（三刀屋健康福祉センター／10：00～） 
 

◆　第8回加茂町芸術文化祭 
　（ラメール／4日まで） 
◆　胃がん検診 
　（大東健康福祉センター／受付7：30～） 
◆　年金相談 
　（木次総合センター／10:00～12:00、
13:00～15:00）年金手帳、年金証書、
印鑑などを持参してください。 
　【問】松江社会保険事務所 
　　　　　　　　　0852-26-2800 
 

◆　押尾コータローコンサート
ツアー2005 “Panorama” 
　（ラメール／18:30～） 
◆　鉄の歴史村フォーラム 
　（オープンエアーミュージアム） 
◆　第147回森林ボランティア
in雲南市 
　（多根農村公園／13日まで） 
◆　海潮温泉神代神楽の夕べ 
　（古代鉄歌謡館／20：00～） 

◆　雲南地区定期巡回児童
相談実施 
　（アスパル／１０：00～16：00） 
◆　育児相談 
　（かもてらす／13：30～） 
◆　サンサン教室 
　（掛合公民館／9：30～） 
◆　思春期精神保健相談 
　（島根県雲南保健所13：30～） 
◆　つくしっ子広場 
　（雲南市なかよしホール／10：00～11：30） 

◆　第4回全山陰シニアソフト
バレーボール大会（アスパル／6日まで） 

◆　第23回きすきがっしょ祭り 
　（木次町八日市地区周辺／6日まで） 
◆　木村哲ふるさと文学賞短歌大会 
　（チェリヴァホール／10:00～） 
◆　雲南法人会文化講演会 
　（チェリヴァホール／14:00～） 
 

◆　乳児健診［対象：大東・加茂］ 
　（かもてらす／4か月13：00～、 

10か月13：45～） 
◆　赤ちゃん相談 
　（木次健康福祉センター／9:30～） 
◆　胃がん検診 
　（入間公民館／8:00～） 
◆　水中ウォーク 
　（三刀屋健康福祉センター／13:30～） 
 

◆　雲南市誕生 
　一周年記念式典 
　（アスパル／10:10～） 
◆　雲南市太鼓フェスティバル 
　　（アスパル／13:30～） 

◆　交通事故巡回相談 
　（出雲市役所／9：00～15：00） 
　【問】交通事故相談所 

0852-22-5102

◆　近代だたら操業 
　（オープンエアーミュージアム内）12日まで 
◆　基本健診・大腸がん検診 
　（雲南総合病院8:30～） 
◆　離乳食教室 
　（掛合健康福祉センター／10：00～） 
◆　断酒会 
　（大東地域福祉センター（おおぎ）19：00～） 

◆　結核・肺がん検診 
　（三刀屋町内巡回） 
◆　難病専門相談 
　（掛合健康福祉センター／13：00～） 
◆　断酒会 
　（かもてらす／18：30～） 
 

◆　第5回ラメール小中学校 
管弦打独奏コンクール 
　（ラメール／10:00～） 
◆　加茂銅鐸駅伝大会 
　（ネービルタウン前発着／9：00～） 
◆　第22回湯村ジョギングコース
駅伝大会 

　（木次町湯村地内／10:00～） 
◆　第34回吉田町駅伝競走大会
（掛合上阿井線沿い） 

他 

三 

掛 

加 

◆　地域通貨フォーラムin雲南市 
　（古代鉄歌謡館／13:30～16:30） 
◆　第26回みとやっこまつり 
　（三刀屋町商工会館周辺） 
◆　第23回きすきがっしょ祭り 
◆　床掛けを染める展 
　（掛合酒蔵資料館／10：00～16：00） 
◆　第8回加茂町芸術文化祭舞台公演 
　（ラメール／13:00～） 
◆　木次町文化協会芸能発表会 
　（チェリヴァホール／10:00～） 

大 

三 

掛 

加 

木 

木 

加 

加 

木 

吉 

◆　ミュージックコパンコンサート
（アスパル） 
◆　第7回全国民謡の祭典 
　（ラメール／13：30～） 
◆　第26回加茂町女子バレー大会
（B&G海洋センターほか／8：30～） 
◆　第10回サンクスフェスティバル
in掛合 

　（道の駅掛合の里） 
◆　しまね映画塾2005作品発表会
（チェリヴァホール／13：30～） 

三 

加 

加 

掛 

木 

◆　第16回県TBG大会 
　（ふれあいの丘TBG場） 
◆　チャリティー町民余芸大会 
　（チェリヴァホール） 

加 

木 

三 

木 

木 

木 

木 三 

掛 

◆　第49回雲南柔道大会 
　（アスパル／9：00～） 
◆　基本健診・大腸がん検診
（雲南総合病院／8:30～） 
◆　サンサン教室 
　（入間公民館／9：30～） 
◆　こころの健康＆もの忘れ相談 
　（島根県雲南保健所13：00～／予約制） 

三 

大 

掛 

木 

加 

三 木 

木 

掛 

吉 

吉 

加 

掛 

木 

加 

加 

大 

木 

大 

吉 

掛 

大 

木 

掛 

他 

大 加 

吉 

掛 

大 

三 

◆　基本健診・大腸がん・前
立腺がん検診 
　（木次健康福祉センター／受付9：00～） 
◆　いきいき運動教室 
　（掛合健康福祉センター／10：00～） 
 

◆　１歳６か月・３歳児健診 
　［対象：大東・加茂］（大東健康福祉
センター／受付1歳6か月／13：00～、
3歳 14：00～） 

◆　水中ウォーク 
　（三刀屋健康福祉センター／13:30～） 
◆　基本健診・大腸がん・前
立腺がん検診 

　（木次健康福祉センター／受付9：00～） 
◆　サンサン教室 
　（入間公民館／9：30～） 
◆　いきいき運動教室 
　（まめなかセンター／１3：3０～） 

大 

三 

木 

掛 

掛 

木 

掛 

◆　第7回全国民謡サミット 
　（ラメール） 
◆　第26回加茂町女子バレー
大会 
　（B&G海洋センター） 
◆　TBG月例大会 
　（ふれあいの丘TBG場／9:00～） 
◆　しまね映画祭2005ｉｎチェ
リヴァホール 
　（チェリヴァホール「わが家の犬は世界一」
13：00～、「故郷の香り」15：00～） 

加 

加 

加 

木 

◆　アルコールによる困りごと
相談 
　（島根県雲南保健所／13：00～予約制） 
◆　断酒会 
　（木次町下熊谷地域福祉サブセンター 

／19：00～） 
 

木 

木 

加 

三 

三 

木 

掛 

三 

 

◆　雲南市交通安全総点検 
　（海潮地内） 
◆　基本健診・大腸がん・前
立腺がん検診 

　（木次健康福祉センター／受付9：00～） 
◆　赤ちゃんクラブ♪ 
　（吉田健康福祉センター／ 

10：00～12：00） 
 

◆　離乳食教室 
　（大東健康福祉センター／受付9：15～） 
◆　断酒会 
　（三刀屋農村環境改善センター／19：00～） 
 

◆　サンサン教室 
　（波多公民館／9：30～） 
◆　つくしっ子広場 
　（雲南市なかよしホール10：00～11：30） 
 

大 

木 

吉 

大 掛 

加 三 

問い合わせ先 問い合わせ先 

●大東健康福祉センター 

●加茂健康福祉センターかもてらす 

●木次健康福祉センター 

●三刀屋健康福祉センター 

●吉田健康福祉センター 

●掛合健康福祉センター 

●大東体育文化センター 

●雲南市大東体育館 

●大東町地域福祉センターおおぎ 

●雲南市加茂文化ホール ラメール 

●加茂B＆G海洋センター 

●雲南市なかよしホール（加茂町） 

●雲南市木次体育館 

●木次経済文化会館チェリヴァホール 

●三刀屋文化体育館アスパル 

●三刀屋農村環境改善センター 

●雲南市掛合体育館 

●掛合町まめなかセンター 

●吉田勤労者体育センター 

●島根県雲南保健所 

●吉田公民館 

●吉田町田井公民館 

0854－43－6142 

0854－49－8612 

0854－40－1083 

0854－45－9501 

0854－74－0215 

0854－62－0727 

0854－43－2130 

0854－43－5511 

0854－43－5610 

0854－49－8500 

0854－49－7100 

0854－49－8380 

0854－42－0375 

0854－42－1155 

0854－45－9222 

0854－45－2645 

0854－62－0013 

0854－62－0231 

0854－74－0214 

0854－42－2800 

0854－74－0219 

0854－75－0312

November
1111

大 …大東町 

加 …加茂町 

木 …木次町 

三 …三刀屋町 

掛 …掛合町 

吉 …吉田町 

他 …その他 

開 催 場 所  

　建設工事が進む尾原ダムの仮排水路トンネル（延長540ｍ）で、地
元の温泉小学校の児童らが、壁面にたくさんの絵画を描きました。 
　このうち、ヤマタノオロチの絵は、土江良治さん（木次町東日登）
が描き、子どもたちが下絵に色を塗りました。 
　また、10月2日には、温泉地区ダム周辺地域活性化対策協議会が
中心となり「尾原ダム湖祭り2005」を開催。約600人が訪れ、にぎ
やかに行われました。 
　斐伊川の流れを仮俳水路に移す転流は、11月15日（火）に予定さ
れています。 

完成した絵画は幅10ｍ。 

9/30

マラソンランナー谷川真理谷川真理さんの 
陸上教室陸上教室の様子様子 ８種目で11人の大会新記録大会新記録が誕生しました 

マラソンランナー谷川真理さんの 
陸上教室の様子 ８種目で11人の大会新記録が誕生しました 

9/23・24
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